
令和６年度 第１回静岡市農業振興協議会 

 

       日時：令和６年９月 13 日（金）13 時 30 分～ 

               場所：市役所 清水庁舎３階 313 会議室 

 

次 第 

 

１ 開会 

２ 委嘱状の交付 

３ 会長あいさつ 

４ 議事 

第２次静岡市農業振興計画進行管理 

（１）令和５年度の取組実績について 

（２）令和６年度の取組状況等について 

（３）令和７年度の取組予定について 

５ その他報告事項 

６ 閉会 

 

 

【配付資料】 
  ・名簿 
  ・座席表 

・資料１   第２次静岡市農業振興計画の概要 
  ・資料２－１ 第２次静岡市農業振興計画の成果指標確認表 
  ・資料２－２ 第２次静岡市農業振興計画登載事業 
  ・資料３－１ 第２次静岡市農業振興計画実施計画 
  ・資料３－２ 第２次静岡市農業振興計画実施計画の令和６年度重点事業 
  ・資料４   令和７年度の取組予定について 
  ・参考１   食料・農業・農村基本法の概要 
  ・参考２   令和６年度市民アンケート調査結果 
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永野　功大 宇佐美　正仁

主任主事 農業支援係長

農業政策課 農業政策課

石田　靖幸

農地整備課
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農業政策課 農業政策課 農林水産統括監 農林水産部長 中山間地振興担当部長

石川　彰彦 花村　章弘 大村　博

事務局

中尾　穣　委員 杉山　浩一　委員
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ﾄｸﾀﾞ　ﾏｻｱｷ ｵﾀﾞﾏｷ　ﾖｳｺ
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令和６年度　第１回静岡市農業振興協議会　席次表

令和６年９月13日（金） 13時30分～
静岡市役所清水庁舎３階　３１３会議室

入
　
口

ﾐﾂﾔﾏ　ｻﾀﾞﾑ

ﾓﾘﾀ　ｱｷｵ

ｲｼｷﾘﾔﾏ　ﾏｺﾄ
三津山　定　副会長 石切山　誠　副会長

報道席
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第
２
次
静
岡
市
農
業
振
興
計
画
の
概
要
（
計
画
期
間
：
令
和
５
〜
12
年
度
）

・
新
規
就
農
者
数

現
状
値
（

R3
）
：

16
経
営
体

目
標
値
（

R8
）
：

23
経
営
体

・
農
業
産
出
額

現
状
値
（

R3
）
：

15
7.
9億

円
目
標
値
（

R8
）
：

16
0億

円
〇

総
農

家
数

は
、
平

成
1
2

年
と

令
和

２
年

を
比

較
す

る
と

、
3

9
.1

％
減

少
。

〇
農

業
産

出
額

は
、
平

成
2

8
年

か
ら

減
少

し
、
平

成
2

7
年

と
令

和
２

年
を

比
較

す
る

と
、
1
2

.9
％

減
少

。
〇

経
営

耕
地

面
積

は
、
平

成
1
2

年
か

ら
令

和
２

年
を

比
較

す
る

と
、
5

1
.3

％
減

少
。

資
料
１

３
．
取

組
の

方
向

性

総
括
成
果
指
標

環 境 負 荷 低 減 と 生 産 性 向 上 が 両 立 し た 持 続 可 能 な 農 と 食 の 地 域 循 環 シ ス テ ム の 構 築

基
本
構
想

将
来
像

基
本

方
針

20
30
年

目
指
す
姿

１
．
市

農
業

の
現

状

２
．
市

農
業

の
課

題

生 産 性 向 上

環 境 負 荷 低 減 と 生 産 性 向 上 が 両 立 し た

持 続 可 能 な 農 と 食 の 地 域 循 環 シ ス テ ム の 構 築基
本

構
想

の
補

足

※
「
○

」
の

色
は

関
係

す
る

取
組

を
表

し
て

い
ま

す
。

（
○

→
環

境
、
○

→
農

業
所

得
、
○

→
担

い
手

）
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第
２

次
静

岡
市

農
業

振
興

計
画

の
成

果
指

標
確

認
表

（
令

和
５

年
度

）

（
Ｒ

５
）

1
6
経

営
体

/
年

2
6
経

営
体

2
3
経

営
体

/
年

1
5
7
.9

億
円

1
6
4
.8

億
円

1
6
0
億

円

※
R

5
実

績
値

は
、

令
和

６
年

３
月

公
表

予
定

の
令

和
４

年
度

農
業

産
出

額
と

す
る

。

（
Ｒ

５
）

事
業

数
実

績
額

1
生

産
者

と
消

費
者

が
誇

り
に

思
う

モ
ノ

づ
く
り

の
推

進

市
内

産
農

産
物

を
誇

り
に

思
う

市
民

の
割

合
6
1
.2

%
6
2
.3

%
7
0
.0

%
1
9
事

業
7
2
2,

5
3
4千

円

2
消

費
者

に
伝

え
る

「
機

会
」
と

つ
な

が
る

「
場

」
の

創
出

市
内

産
農

産
物

の
認

知
度

（
首

都
圏

）

お
　

茶
：
6
1
.3

％
み

か
ん

：
2
3
.1

％
わ

さ
び

：
1
8
.2

％
－

お
　

茶
：
6
5
.0

％
み

か
ん

：
2
5
.0

％
わ

さ
び

：
2
0
.0

％
1
1
事

業
2
2
,5

8
5
千

円

3

地
産

地
消

か
ら

始
ま

り
国

内
外

の
消

費
を

見
込

ん
だ

新
規

市
場

の
開

拓

市
内

産
農

産
物

を
意

識
し

て
購

入
し

て
い

る
市

民
の

割
合

2
2
.7

%
2
1
.2

%
3
0
.0

%
1
4
事

業
4
9
,1

6
5
千

円

1
意

欲
あ

る
担

い
手

の
確

保
・
育

成
・
支

援

農
作

業
、

経
営

講
座

等
参

加
者

数
7
0
人

6
7
人

1
5
0
人

2
8
事

業
1
4
2,

9
5
8千

円

2
優

良
農

地
の

確
保

と
利

用
推

進

認
定

農
業

者
１

経
営

体
あ

た
り

の
農

地
集

積
面

積
1
6
4
ａ

1
6
1
ａ

1
6
4
ａ

1
4
事

業
1
8
6,

7
2
6千

円

3

新
技

術
の

導
入

や
関

係
機

関
と

の
連

携
に

よ
る

多
彩

な
作

物
づ

く
り

販
売

農
家

に
占

め
る

環
境

負
荷

低
減

認
証

農
家

の
割

合
4
.2

%
3
.8

%
1
1
.2

%
８

事
業

2
2
,3

1
7
千

円

1
農

山
村

の
多

面
的

機
能

の
維

持

オ
ク

シ
ズ

地
域

に
お

け
る

野
生

鳥
獣

被
害

防
除

面
積

－
h
a

1
1
.1

3
h
a

2
0
h
a

８
事

業
1
6
7,

6
8
5千

円

2
人

々
の

交
流

に
よ

る
農

山
村

の
発

展
オ

ク
シ

ズ
地

域
の

観
光

交
流

客
数

4
6
2
,9

1
9
人

5
3
2
,6

5
1
人

7
3
7
,0

0
0
人

1
3
事

業
4
0
,9

7
4
千

円

　
新

農
業

人
フ

ェ
ア

へ
の

出
展

や
が

ん
ば

る
新

農
業

人
支

援
事

業
現

地
見

学
会

、
新

規
就

農
現

地
見

学
会

（
就

農
準

備
セ

ミ
ナ

ー
）
の

実
施

に
よ

り
、

新
規

就
農

者
の

増
加

に
繋

げ
た

。

　
農

業
産

出
額

　
各

種
助

成
や

支
援

な
ど

の
農

業
振

興
施

策
を

関
係

機
関

と
連

携
し

な
が

ら
推

進
し

、
農

業
算

出
額

の
増

加
を

図
っ

た
。

【
資

料
２

－
１

】

総
括

成
果

指
標

現
状

値
（
Ｒ

３
）

実
績

値
目

標
値

（
Ｒ

８
）

Ｒ
５

取
組

状
況

　
東

京
で

開
催

し
た

静
岡

市
交

流
会

な
ど

を
通

じ
て

、
市

内
産

農
産

物
の

魅
力

に
つ

い
て

広
く
周

知
を

図
っ

た
。

基 本 方 針

施
策

の
方

向
成

果
指

標
現

状
値

（
Ｒ

３
）

実
績

値

　
専

用
サ

イ
ト

（
Z
R

A
T
T
O

!し
ず

お
か

、
お

茶
の

ま
ち

静
岡

市
）
や

地
場

産
品

の
販

売
イ

ベ
ン

ト
な

ど
を

通
じ

て
、

市
内

産
農

産
物

が
持

つ
歴

史
的

・
文

化
的

背
景

の
普

及
や

魅
力

に
つ

い
て

広
く
周

知
を

図
っ

た
。

　
新

規
就

農
者

数

　
産

業
フ

ェ
ア

な
ど

の
イ

ベ
ン

ト
や

生
涯

学
習

施
設

で
の

講
座

、
食

育
な

ど
を

通
じ

て
、

良
質

で
特

色
あ

る
市

内
産

農
産

物
の

周
知

を
図

り
、

消
費

者
の

意
識

醸
成

を
促

し
た

。

Ⅱ 産 地 力

　
ほ

場
を

活
用

し
た

研
修

の
実

施
や

野
菜

の
栽

培
体

験
を

通
じ

て
、

農
業

を
始

め
る

機
会

を
作

り
、

担
い

手
の

確
保

等
を

図
っ

た
。

　
国

の
助

成
制

度
や

農
地

中
間

管
理

機
構

を
活

用
し

、
土

地
の

流
動

化
を

促
す

と
と

も
に

、
地

域
計

画
（
R

6
年

度
末

）
の

策
定

に
向

け
て

各
地

域
で

の
協

議
を

進
め

、
農

地
集

積
を

図
っ

た
。

　
環

境
負

荷
低

減
認

証
制

度
の

周
知

・
広

報
や

市
内

イ
ベ

ン
ト

へ
の

出
展

支
援

を
行

う
こ

と
で

、
認

証
農

家
の

活
動

機
会

を
つ

く
っ

た
。

目
標

値
（
Ｒ

８
）

実
施

計
画

登
載

事
業

Ｒ
５

取
組

状
況

Ⅰ 提 案 力 Ⅲ 地 域 力

　
オ

ク
シ

ズ
地

域
に

お
い

て
、

農
家

個
人

が
鳥

獣
被

害
防

除
に

取
り

組
み

や
す

く
な

る
よ

う
、

補
助

金
制

度
を

改
正

し
、

地
域

に
お

け
る

防
除

の
推

進
を

図
っ

た
。

 　
市

内
外

で
開

催
さ

れ
る

イ
ベ

ン
ト

へ
の

出
展

や
オ

ク
シ

ズ
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

、
S
N

S
で

の
発

信
を

行
う

こ
と

で
、

オ
ク

シ
ズ

の
魅

力
を

全
国

に
発

信
し

、
中

山
間

地
振

興
施

設
の

利
用

者
数

の
増

加
を

図
っ

た
。

観
光

交
流

客
数

は
、

コ
ロ

ナ
禍

で
あ

っ
た

R
３

か
ら

は
増

加
し

て
お

り
、

回
復

傾
向

に
あ

る
も

の
の

、
ピ

ー
ク

時
の

7
0
万

人
台

と
は

差
が

大
き

い
。

　
補

助
制

度
の

改
正

で
オ

ク
シ

ズ
地

域
の

野
生

鳥
獣

被
害

防
除

面
積

が
拡

大
し

て
お

り
、

農
地

や
農

村
環

境
の

保
全

に
つ

な
が

っ
て

い
る

。

取
組

に
対

す
る

評
価

　
イ

ベ
ン

ト
や

講
座

、
食

育
な

ど
の

取
組

を
行

う
も

の
の

、
市

民
の

割
合

は
横

ば
い

傾
向

が
続

き
、

取
組

が
成

果
に

結
び

つ
い

て
い

な
い

。

　
Ｒ

５
か

ら
調

査
内

容
の

変
更

が
あ

り
、

調
査

を
実

施
し

て
い

な
い

た
め

、
新

た
な

成
果

指
標

を
検

討
し

、
再

設
定

を
行

う
。

　
専

用
サ

イ
ト

へ
の

ア
ク

セ
ス

数
は

増
加

傾
向

で
あ

り
、

地
場

産
品

の
販

売
イ

ベ
ン

ト
な

ど
の

取
組

を
行

う
も

の
の

、
市

民
の

割
合

は
横

ば
い

傾
向

が
続

き
、

取
組

が
成

果
に

結
び

つ
い

て
い

な
い

。

　
一

般
の

栽
培

方
式

と
比

べ
収

量
が

減
少

す
る

な
ど

に
よ

り
、

新
た

に
環

境
負

荷
低

減
の

取
組

を
行

う
農

家
が

少
な

く
、

農
家

の
割

合
は

微
減

し
て

い
る

。

　
R

4
農

地
集

積
面

積
は

1
5
8
ａ
で

、
R

5
は

微
増

し
て

お
り

、
取

組
を

継
続

的
に

行
う

こ
と

で
、

農
地

集
積

を
進

め
て

い
く
。

　
研

修
や

栽
培

体
験

の
他

に
、

野
菜

の
収

穫
体

験
な

ど
農

業
に

触
れ

る
場

も
作

っ
て

お
り

、
そ

れ
ら

の
機

会
を

通
し

て
参

加
者

数
の

増
加

に
つ

な
げ

て
い

く
。
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第
２

次
静

岡
市

農
業

振
興

計
画

登
載

事
業

（
令

和
５

年
度

実
施

計
画

）

1
1

①
農

業
政

策
課

農
業

経
営

講
座

農
業

生
産

に
意

欲
の

あ
る

農
業

後
継

者
を

対
象

と
し

、
農

業
経

営
に

関
す

る
講

座
や

視
察

研
修

の
実

施
、
幅

広
い

情
報

提
供

等
に

よ
り

、
将

来
、
静

岡
市

農
業

の
振

興
に

寄
与

す
る

青
年

の
確

保
及

び
育

成
を

図
る

。

2
8

0
2

0
1

講
座

受
講

者
数

5
0

人
/年

6
1
人

/年
Ｓ

目
標

値
よ

り
多

く
の

受
講

者
数

を
確

保
し

、
農

業
に

対
し

て
よ

り
興

味
を

持
っ

て
も

ら
う

こ
と

が
で

き
た

。

1
1

①
農

業
政

策
課

農
業

先
端

技
術

導
入

支
援

事
業

農
業

者
が

ス
マ

ー
ト

農
業

等
の

先
端

技
術

を
効

果
的

に
導

入
・
活

用
で

き
る

よ
う

支
援

を
行

う
こ

と
で

、
農

業
に

お
け

る
労

働
力

不
足

の
解

消
や

生
産

性
の

向
上

、
環

境
負

荷
の

低
減

な
ど

を
図

る
。

5
0

0
0

導
入

支
援

の
件

数
１
件

0
件

―

事
業

活
用

に
つ

い
て

の
相

談
は

あ
っ

た
が

年
度

内
事

業
完

了
の

見
通

し
が

立
た

な
か

っ
た

た
め

、
本

年
度

中
で

の
事

業
は

行
わ

れ
ず

、
「
評

価
な

し
」
と

し
た

。

1
1

①
農

業
政

策
課

し
ず

お
か

果
樹

百
景

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

県
や

農
協

等
の

団
体

と
連

携
し

て
本

市
で

栽
培

さ
れ

て
い

る
果

樹
を

P
R

し
、
多

種
多

彩
な

果
樹

生
産

地
で

あ
る

「
果

樹
百

景
」
静

岡
市

の
市

内
外

へ
の

浸
透

を
図

る
。

3
3

7
1
1
5

研
究

会
等

の
参

加
人

数
1
4

人
1
1
人

Ｂ

研
究

会
に

お
い

て
関

係
者

同
士

の
情

報
交

換
や

交
流

の
場

を
持

つ
こ

と
が

で
き

た
が

、
目

標
値

に
は

達
し

な
か

っ
た

た
め

。

1
1

①
農

業
政

策
課

静
岡

市
わ

さ
び

振
興

方
針

推
進

事
業

本
市

の
重

要
な

農
産

物
で

あ
る

わ
さ

び
を

、
産

業
と

し
て

継
承

し
推

進
し

て
い

く
た

め
、
静

岡
市

わ
さ

び
振

興
方

針
推

進
会

議
を

実
施

す
る

。
3

,3
3

0
2

,9
6

3
生

産
性

の
向

上
が

可
能

な
優

良
品

種
の

バ
イ

オ
苗

の
導

入
本

数
3

5
,0

0
0

本
4

1
,4

8
3

本
Ａ

原
母

株
（4

,6
8

0
本

）
が

予
定

よ
り

少
な

か
っ

た
が

、
１
本

に
対

し
て

８
本

以
上

の
バ

イ
オ

株
を

供
給

で
き

て
お

り
、

優
良

な
苗

を
生

産
者

へ
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

1
1

①
農

業
政

策
課

「
静

岡
水

わ
さ

び
の

伝
統

栽
培

」
世

界
農

業
遺

産
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

事
業

本
市

オ
ク

シ
ズ

地
域

で
栽

培
さ

れ
る

わ
さ

び
が

「
静

岡
水

わ
さ

び
の

伝
統

栽
培

」
世

界
農

業
遺

産
に

認
定

さ
れ

た
こ

と
を

機
に

、
わ

さ
び

の
ブ

ラ
ン

ド
化

や
観

光
客

誘
致

を
通

じ
で

地
域

経
済

の
活

性
化

を
図

る
。

5
0

6
4

1
8

わ
さ

び
の

世
界

農
業

遺
産

認
定

認
知

度
5

0
%

5
2

%
Ａ

わ
さ

び
P

R
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

を
通

じ
て

、
本

市
の

わ
さ

び
や

世
界

農
業

遺
産

等
に

つ
い

て
概

ね
周

知
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

1
1

①
農

業
政

策
課

「
お

茶
の

ま
ち

静
岡

市
」
国

内
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

事
業

市
内

外
に

お
い

て
「
お

茶
の

ま
ち

静
岡

市
」
及

び
「
静

岡
市

の
お

茶
」

の
魅

力
を

発
信

す
る

こ
と

に
よ

り
、
認

知
度

及
び

ブ
ラ

ン
ド

力
向

上
、
「
静

岡
市

の
お

茶
」
の

販
路

拡
大

を
図

る
。

4
,7

3
7

1
,9

3
1

静
岡

市
に

お
け

る
１
世

帯
当

た
り

の
緑

茶
購

入
金

額
（
３

か
年

平
均

）
8

,5
0

4
円

8
,8

1
5

円
Ａ

各
事

業
に

つ
い

て
当

初
の

計
画

ど
お

り
実

施
し

た
。
ま

た
、

事
業

内
で

「
お

茶
の

ま
ち

静
岡

市
」
の

Ｐ
Ｒ

と
お

茶
の

販
促

を
行

っ
た

こ
と

に
よ

り
、
目

標
金

額
を

達
成

す
る

こ
と

が
で

き
た

た
め

。

1
1

①
農

業
政

策
課

静
岡

市
グ

リ
ー

ン
農

業
支

援
事

業
補

助
金

化
学

農
薬

、
化

学
肥

料
、
温

室
効

果
ガ

ス
を

減
ら

し
た

栽
培

方
法

や
有

機
農

業
等

に
取

り
組

む
農

業
者

を
支

援
す

る
こ

と
で

、
市

内
農

業
の

環
境

負
荷

の
低

減
を

図
る

。
3

,0
0

0
0

補
助

件
数

８
件

0
件

―

事
業

活
用

に
つ

い
て

の
相

談
は

あ
っ

た
が

年
度

内
事

業
完

了
の

見
通

し
が

立
た

な
か

っ
た

た
め

、
本

年
度

中
で

の
事

業
は

行
わ

れ
ず

、
「
評

価
な

し
」
と

し
た

。

1
1

①
産

業
振

興
課

地
域

産
業

振
興

ブ
ラ

ン
ド

認
証

事
業

市
民

が
選

ぶ
静

岡
市

の
逸

品
を

静
岡

市
地

域
産

業
振

興
ブ

ラ
ン

ド
と

し
て

認
証

し
、
シ

テ
ィ

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

推
進

、
地

域
経

済
の

活
性

化
を

図
る

。
3

,0
2

8
2

4
4

ブ
ラ

ン
ド

認
知

度
5

0
%

5
1
%

Ａ
期

待
度

ど
お

り
の

認
知

度
で

あ
っ

た
た

め
。

1
1

①
財

政
課

ふ
る

さ
と

寄
付

金
受

入
推

進
事

業
ふ

る
さ

と
寄

附
金

制
度

を
活

用
し

、
農

産
物

な
ど

の
静

岡
市

の
特

産
品

を
返

礼
品

に
使

用
す

る
こ

と
に

よ
り

、
本

市
の

魅
力

を
全

国
に

発
信

す
る

。
7

5
0

,0
0

0
6

9
7

,5
1
5

W
E

B
広

告
等

の
媒

体
や

イ
ベ

ン
ト

な
ど

を
活

用
し

た
事

業
周

知
及

び
シ

テ
ィ

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン

広
告

掲
出

ま
た

は
イ

ベ
ン

ト
１
回

以
上

W
E

B
広

告
の

実
施

、
イ

ベ
ン

ト
参

加
５

回
Ｓ

実
績

が
目

標
を

大
幅

に
上

回
っ

た
た

め

1
1

①
農

業
政

策
課

お
茶

の
日

記
念

事
業

1
1
月

１
日

を
静

岡
市

「お
茶

の
日

」と
し

て
定

め
、
そ

の
周

知
や

静
岡

市
の

お
茶

が
持

つ
も

魅
力

を
広

く
発

信
す

る
。

3
,0

5
5

1
,0

1
5

お
茶

の
日

周
辺

で
の

記
念

事
業

の
実

施
実

施
実

施
Ａ

前
年

度
に

対
し

、
自

治
会

な
ど

の
民

間
団

体
の

協
力

が
増

加
し

た
た

め
。

【
資

料
2

-2
】

（
２

）
事

業
名

（
３

）
事

業
内

容
（
１
）
所

管
課

【
R

5
】

決
算

額
（
千

円
）

Ｒ
５

　
実

績
値

指
標

名

（
5

）
成

果
指

標

施
策

の
方

向
具

体
的

な
施

策

基
本

方
針

基
本

計
画

【
R

5
当

初
】

予
算

額
（
千

円
）

Ｒ
５

　
目

標
値

（
4

）
予

算
・
決

算
額

（
6

）
評

価

評
価

評
価

理
由

【
評

価
】

Ｓ
(1

0
5

%
以

上
) 

期
待

を
上

回
る

Ａ
(9

0
%

以
上

1
0

5
%

未
満

) 
期

待
ど

お
り

Ｂ
(7

0
%

以
上

9
0

%
未

満
) 

期
待

を
下

回
る

Ｃ
(7

0
%

未
満

) 
期

待
を

顕
著

に
下

回
る

―
 実

施
せ

ず
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（
２

）
事

業
名

（
３

）
事

業
内

容
（
１
）
所

管
課

【
R

5
】

決
算

額
（
千

円
）

Ｒ
５

　
実

績
値

指
標

名

（
5

）
成

果
指

標

施
策

の
方

向
具

体
的

な
施

策

基
本

方
針

基
本

計
画

【
R

5
当

初
】

予
算

額
（
千

円
）

Ｒ
５

　
目

標
値

（
4

）
予

算
・
決

算
額

（
6

）
評

価

評
価

評
価

理
由

1
1

①
農

業
政

策
課

「
お

茶
の

ま
ち

静
岡

市
」
推

進
事

業
　
（
「
お

茶
の

ま
ち

静
岡

市
」H

P
活

用
事

業
）

お
茶

の
ま

ち
静

岡
市

の
特

徴
や

情
報

を
市

民
等

が
得

ら
れ

る
よ

う
情

報
提

供
す

る
と

と
も

に
、
イ

ベ
ン

ト
情

報
な

ど
お

茶
に

関
す

る
情

報
を

発
信

し
「
お

茶
の

ま
ち

静
岡

市
」
の

推
進

を
図

る
。

9
3

0
6

2
7

「
お

茶
の

ま
ち

静
岡

市
」

H
P

へ
の

ア
ク

セ
ス

数
1
2

5
,2

0
6

件
1
4

2
,2

5
9

Ｓ

随
時

Ｈ
Ｐ

等
に

よ
り

「
静

岡
市

の
お

茶
」
及

び
「お

茶
の

ま
ち

静
岡

市
」
の

情
報

を
発

信
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

1
1

➁
農

業
政

策
課

ふ
る

さ
と

農
力

チ
ャ

レ
ン

ジ
事

業

農
産

物
の

生
産

・
加

工
・
販

売
ま

で
を

行
う

６
次

産
業

化
な

ど
農

産
物

に
新

た
な

価
値

を
付

与
す

る
事

業
に

新
た

に
取

り
組

む
農

業
者

等
を

支
援

す
る

こ
と

で
、
農

業
者

の
所

得
向

上
や

地
域

の
活

性
化

を
図

る
。

2
,0

0
0

1
,7

3
5

新
商

品
開

発
又

は
販

路
拡

大
に

取
り

組
ん

だ
件

数
４

件
4

件
Ａ

目
標

値
を

達
成

し
、
新

規
事

業
に

取
り

組
む

た
め

の
加

工
用

機
械

の
導

入
等

へ
支

援
す

る
こ

と
で

農
業

者
の

所
得

向
上

に
つ

な
げ

た
。

1
1

➁
農

業
政

策
課

環
境

保
全

型
農

業
対

策
支

援
事

業
環

境
保

全
型

農
業

を
推

進
し

、
本

市
の

持
続

的
な

農
業

を
実

現
し

て
い

く
た

め
、
環

境
保

全
効

果
 の

高
い

農
業

生
産

を
実

践
し

て
い

る
農

業
者

団
体

に
対

し
て

交
付

金
を

交
付

す
る

。
4

,7
7

5
4

,3
9

9
環

境
保

全
効

果
の

高
い

農
業

へ
の

支
援

面
積

3
,7

0
3

a
3

,9
4

5
ａ

Ａ

目
標

値
（
前

年
度

実
績

）を
上

回
る

取
組

面
積

と
な

っ
た

こ
と

で
想

定
以

上
の

環
境

負
荷

低
減

効
果

を
発

揮
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
た

た
め

。

1
1

➁
農

業
政

策
課

静
岡

市
グ

リ
ー

ン
農

業
支

援
事

業
補

助
金

化
学

農
薬

、
化

学
肥

料
、
温

室
効

果
ガ

ス
を

減
ら

し
た

栽
培

方
法

や
有

機
農

業
等

に
取

り
組

む
農

業
者

を
支

援
す

る
こ

と
で

、
市

内
農

業
の

環
境

負
荷

の
低

減
を

図
る

。
3

,0
0

0
0

補
助

件
数

８
件

0
件

―

事
業

活
用

に
つ

い
て

の
相

談
は

あ
っ

た
が

年
度

内
事

業
完

了
の

見
通

し
が

立
た

な
か

っ
た

た
め

、
本

年
度

中
で

の
事

業
は

行
わ

れ
ず

、
「
評

価
な

し
」
と

し
た

。

1
1

③
農

業
政

策
課

環
境

保
全

型
農

業
対

策
支

援
事

業
環

境
保

全
型

農
業

を
推

進
し

、
本

市
の

持
続

的
な

農
業

を
実

現
し

て
い

く
た

め
、
環

境
保

全
効

果
 の

高
い

農
業

生
産

を
実

践
し

て
い

る
農

業
者

団
体

に
対

し
て

交
付

金
を

交
付

す
る

。
4

,7
7

5
4

,3
9

9
環

境
保

全
効

果
の

高
い

農
業

へ
の

支
援

面
積

3
,7

0
3

a
3

,9
4

5
ａ

Ａ

目
標

値
（
前

年
度

実
績

）を
上

回
る

取
組

面
積

と
な

っ
た

こ
と

で
想

定
以

上
の

環
境

負
荷

低
減

効
果

を
発

揮
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
た

た
め

。

1
1

③
農

業
政

策
課

家
畜

伝
染

病
予

防
対

策
家

畜
防

疫
対

策
の

円
滑

な
推

進
及

び
健

全
な

畜
産

経
営

を
図

る
た

め
、
各

種
伝

染
病

予
防

注
射

・
検

査
等

家
畜

防
疫

事
業

に
要

す
る

経
費

に
対

し
て

補
助

す
る

。
1
,8

0
0

1
,5

7
7

家
畜

飼
養

農
家

5
2

戸
の

う
ち

、
家

畜
伝

染
病

予
防

事
業

に
取

り
組

ん
だ

農
家

の
割

合

7
4

%
6

9
%

Ａ
ほ

ぼ
例

年
通

り
の

水
準

で
家

畜
伝

染
病

予
防

事
業

を
遂

行
で

き
た

。

1
1

③
農

業
政

策
課

静
岡

県
食

肉
セ

ン
タ

ー
再

編
整

備
事

業
負

担
金

安
全

で
良

質
な

食
肉

の
安

定
供

給
機

能
の

維
持

及
び

、
畜

産
の

振
興

を
図

る
た

め
、
県

食
肉

セ
ン

タ
ー

の
再

編
整

備
に

対
す

る
負

担
金

1
,5

5
4

1
,5

5
4

負
担

金
交

付
の

実
施

実
施

実
施

Ａ
施

設
整

備
に

係
る

負
担

金
交

付
事

務
に

つ
い

て
遅

滞
な

く
処

理
が

完
了

し
た

た
め

。

1
1

③
農

業
政

策
課

静
岡

市
グ

リ
ー

ン
農

業
支

援
事

業
補

助
金

化
学

農
薬

、
化

学
肥

料
、
温

室
効

果
ガ

ス
を

減
ら

し
た

栽
培

方
法

や
有

機
農

業
等

に
取

り
組

む
農

業
者

を
支

援
す

る
こ

と
で

、
市

内
農

業
の

環
境

負
荷

の
低

減
を

図
る

。
3

,0
0

0
0

補
助

件
数

８
件

0
件

―

事
業

活
用

に
つ

い
て

の
相

談
は

あ
っ

た
が

年
度

内
事

業
完

了
の

見
通

し
が

立
た

な
か

っ
た

た
め

、
本

年
度

中
で

の
事

業
は

行
わ

れ
ず

、
「
評

価
な

し
」
と

し
た

。

1
1

③
農

業
政

策
課

蒲
原

畑
総

区
域

内
公

共
用

地
活

用
事

業
ア

グ
リ

チ
ャ

レ
ン

ジ
パ

ー
ク

蒲
原

（
西

エ
リ

ア
農

業
体

験
広

場
）を

活
用

し
た

農
業

体
験

イ
ベ

ン
ト

を
通

じ
て

、
市

民
に

対
す

る
農

業
の

啓
発

を
行

う
。

5
,1

8
0

3
,8

4
1

新
規

就
農

者
の

養
成

研
修

（
年

間
）

3
0

回
3

0
回

Ａ

研
修

は
、
栽

培
講

習
、
経

営
講

習
を

中
心

に
年

3
0

回
を

計
画

的
に

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

1
2

①
農

業
政

策
課

農
水

産
物

消
費

拡
大

促
進

事
業

地
産

地
消

を
起

点
に

本
市

の
農

産
物

を
市

内
外

に
Ｐ

Ｒ
し

、
消

費
者

が
旬

の
時

期
に

地
場

農
産

物
を

食
す

る
機

会
を

増
大

す
る

こ
と

に
よ

り
、
消

費
の

拡
大

、
農

産
業

の
経

営
の

向
上

と
安

定
を

図
る

。
2

,5
2

8
1
,3

3
6

H
P

「Z
R

A
T

T
O

！
し

ず
お

か
」
へ

の
ア

ク
セ

ス
ユ

ー
ザ

ー
数

7
1
,0

0
0

件
6

9
,4

3
9

件
Ａ

目
標

値
に

届
か

な
か

っ
た

が
、
市

内
農

業
者

の
直

売
所

な
ど

の
H

P
へ

リ
ン

ク
す

る
こ

と
で

、
市

の
農

水
産

物
の

消
費

拡
大

へ
つ

な
げ

る
こ

と
は

で
き

た
。

1
2

①
農

業
政

策
課

静
岡

市
お

茶
の

学
校

お
茶

の
ま

ち
づ

く
り

を
担

う
市

民
サ

ポ
ー

タ
ー

育
成

の
た

め
“
静

岡
市

の
お

茶
”に

つ
い

て
様

々
な

分
野

か
ら

構
成

さ
れ

た
総

合
的

な
通

年
講

座
を

開
催

す
る

。
3

5
7

2
0

0
講

座
の

実
施

全
７

回
全

７
回

Ａ
予

定
通

り
講

座
を

開
催

し
、

市
民

サ
ポ

ー
タ

ー
と

し
て

1
7

名
が

修
了

し
た

。
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（
２

）
事

業
名

（
３

）
事

業
内

容
（
１
）
所

管
課

【
R

5
】

決
算

額
（
千

円
）

Ｒ
５

　
実

績
値

指
標

名

（
5

）
成

果
指

標

施
策

の
方

向
具

体
的

な
施

策

基
本

方
針

基
本

計
画

【
R

5
当

初
】

予
算

額
（
千

円
）

Ｒ
５

　
目

標
値

（
4

）
予

算
・
決

算
額

（
6

）
評

価

評
価

評
価

理
由

1
2

①
農

業
政

策
課

「
お

茶
の

ま
ち

静
岡

市
」
国

内
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

事
業

Ｊ
Ｒ

静
岡

駅
構

内
で

の
横

断
幕

掲
示

、
フ

ラ
ッ

グ
、
ポ

ス
タ

ー
掲

示
等

に
よ

る
集

中
的

な
Ｐ

Ｒ
を

実
施

す
る

。
6

0
5

5
7

2
静

岡
市

に
お

け
る

１
世

帯
当

た
り

の
緑

茶
購

入
金

額
（
３

か
年

平
均

）
8

,5
0

4
円

8
,8

1
5

円
Ａ

市
民

に
向

け
た

Ｐ
Ｒ

を
実

施
し

た
結

果
、
目

標
値

を
上

回
る

こ
と

が
で

き
た

た
め

。
な

お
、
購

入
金

額
日

本
一

を
維

持
し

て
い

る
（
出

典
：
総

務
省

統
計

局
家

計
調

査
）
。

1
2

①
農

業
政

策
課

静
岡

市
グ

リ
ー

ン
農

業
支

援
事

業
補

助
金

化
学

農
薬

、
化

学
肥

料
、
温

室
効

果
ガ

ス
を

減
ら

し
た

栽
培

方
法

や
有

機
農

業
等

に
取

り
組

む
農

業
者

を
支

援
す

る
こ

と
で

、
市

内
農

業
の

環
境

負
荷

の
低

減
を

図
る

。
3

,0
0

0
0

補
助

件
数

８
件

0
件

―

事
業

活
用

に
つ

い
て

の
相

談
は

あ
っ

た
が

年
度

内
事

業
完

了
の

見
通

し
が

立
た

な
か

っ
た

た
め

、
本

年
度

中
で

の
事

業
は

行
わ

れ
ず

、
「
評

価
な

し
」
と

し
た

。

1
2

➁
農

業
政

策
課

静
岡

市
グ

リ
ー

ン
農

業
支

援
事

業
補

助
金

化
学

農
薬

、
化

学
肥

料
、
温

室
効

果
ガ

ス
を

減
ら

し
た

栽
培

方
法

や
有

機
農

業
等

に
取

り
組

む
農

業
者

を
支

援
す

る
こ

と
で

、
市

内
農

業
の

環
境

負
荷

の
低

減
を

図
る

。
3

,0
0

0
0

補
助

件
数

８
件

0
件

―

事
業

活
用

に
つ

い
て

の
相

談
は

あ
っ

た
が

年
度

内
事

業
完

了
の

見
通

し
が

立
た

な
か

っ
た

た
め

、
本

年
度

中
で

の
事

業
は

行
わ

れ
ず

、
「
評

価
な

し
」
と

し
た

。

1
2

➁
農

業
政

策
課

い
き

い
き

都
市

農
業

推
進

事
業

補
助

金

市
街

化
区

域
内

農
地

で
生

産
を

行
う

販
売

農
家

（
年

間
農

業
収

入
金

額
5

0
万

円
以

上
）を

対
象

者
に

、
農

業
生

産
に

必
要

な
施

設
の

整
備

や
機

械
の

導
入

を
支

援
す

る
こ

と
で

、
生

産
意

欲
の

向
上

、
農

業
経

営
の

安
定

及
び

促
進

を
図

る
。
併

せ
て

、
フ

ァ
ー

マ
ー

ズ
マ

ー
ケ

ッ
ト

等
へ

の
農

産
物

の
供

給
力

ア
ッ

プ
に

伴
う

地
産

地
消

の
推

進
や

都
市

農
地

の
保

全
も

図
る

。

2
2

,0
0

0
1
2

,0
4

2
生

産
緑

地
地

区
面

積
（
ｈ

ａ
）

2
4

0
h

a
2

0
3

h
a

Ａ

市
街

化
区

域
内

農
地

の
適

切
な

維
持

・
管

理
に

よ
り

、
新

鮮
な

農
産

物
が

市
内

直
売

所
に

安
定

的
に

供
給

さ
れ

て
い

る
。

目
標

に
掲

げ
る

面
積

に
は

届
か

な
い

が
、
補

助
金

の
目

的
は

果
た

さ
れ

て
い

る
。

1
2

➁
農

業
政

策
課

多
様

な
担

い
手

育
成

支
援

事
業

認
定

農
業

者
や

認
定

新
規

就
農

者
と

し
て

の
認

定
要

件
を

満
た

さ
ず

市
内

（
市

街
化

区
域

を
除

く
）
で

生
産

を
行

う
「
半

農
半

Ｘ
」
等

の
販

売
農

家
を

対
象

に
農

業
生

産
に

要
す

る
施

設
の

整
備

や
機

械
の

導
入

を
支

援
す

る
。

4
,8

0
0

2
,0

7
2

認
定

農
業

者
数

及
び

認
定

新
規

就
農

者
数

（
経

営
体

数
）

6
3

0
経

営
体

6
2

6
経

営
体

Ａ

事
業

の
実

施
が

認
定

農
業

者
や

認
定

新
規

就
農

者
へ

の
誘

導
に

寄
与

し
、
目

標
を

上
回

っ
た

。

1
2

③
農

業
政

策
課

静
岡

市
お

茶
の

学
校

お
茶

の
ま

ち
づ

く
り

を
担

う
市

民
サ

ポ
ー

タ
ー

育
成

の
た

め
“
静

岡
市

の
お

茶
”に

つ
い

て
様

々
な

分
野

か
ら

構
成

さ
れ

た
総

合
的

な
通

年
講

座
を

開
催

す
る

。
3

5
7

2
0

0
講

座
の

実
施

全
７

回
全

７
回

Ａ
予

定
通

り
講

座
を

開
催

し
、

市
民

サ
ポ

ー
タ

ー
と

し
て

1
7

名
が

修
了

し
た

。

1
2

③
農

業
政

策
課

お
茶

の
美

味
し

い
入

れ
方

教
室

小
学

校
に

お
け

る
総

合
的

学
習

の
時

間
を

利
用

し
、
お

茶
の

入
れ

方
を

学
ぶ

こ
と

を
通

じ
て

お
茶

に
対

す
る

味
覚

を
育

み
、
お

茶
を

中
心

と
し

た
食

育
を

図
る

と
と

も
に

、
本

市
基

幹
産

物
で

あ
る

お
茶

の
啓

蒙
・
消

費
促

進
を

図
る

。

3
,9

0
2

2
,7

8
2

実
施

校
数

6
6

校
6

6
校

Ａ
本

事
業

を
希

望
す

る
全

学
校

に
対

し
、
滞

り
な

く
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

1
2

③
農

業
政

策
課

静
岡

市
わ

さ
び

振
興

方
針

推
進

事
業

本
市

の
重

要
な

農
産

物
で

あ
る

わ
さ

び
を

、
産

業
と

し
て

継
承

し
推

進
し

て
い

く
た

め
、
静

岡
市

わ
さ

び
振

興
方

針
推

進
会

議
を

実
施

す
る

。
3

,3
3

0
2

,9
6

3
生

産
性

の
向

上
が

可
能

な
優

良
品

種
の

バ
イ

オ
苗

の
導

入
本

数
3

5
,0

0
0

本
4

1
,4

8
3

本
Ａ

原
母

株
（4

,6
8

0
本

）
が

予
定

よ
り

少
な

か
っ

た
が

、
１
本

に
対

し
て

８
本

以
上

の
バ

イ
オ

株
を

供
給

で
き

て
お

り
、

優
良

な
苗

を
生

産
者

へ
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

1
2

③
農

業
政

策
課

「
静

岡
水

わ
さ

び
の

伝
統

栽
培

」
世

界
農

業
遺

産
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

事
業

本
市

オ
ク

シ
ズ

地
域

で
栽

培
さ

れ
る

わ
さ

び
が

「
静

岡
水

わ
さ

び
の

伝
統

栽
培

」
世

界
農

業
遺

産
に

認
定

さ
れ

た
こ

と
を

機
に

、
わ

さ
び

の
ブ

ラ
ン

ド
化

や
観

光
客

誘
致

を
通

じ
で

地
域

経
済

の
活

性
化

を
図

る
。

5
0

6
4

1
8

わ
さ

び
の

世
界

農
業

遺
産

認
定

認
知

度
5

0
%

5
2

%
Ａ

わ
さ

び
P

R
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

を
通

じ
て

、
本

市
の

わ
さ

び
や

世
界

農
業

遺
産

等
に

つ
い

て
概

ね
周

知
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

1
3

①
農

業
政

策
課

農
水

産
物

消
費

拡
大

促
進

事
業

地
産

地
消

を
起

点
に

本
市

の
農

産
物

を
市

内
外

に
Ｐ

Ｒ
し

、
消

費
者

が
旬

の
時

期
に

地
場

農
産

物
を

食
す

る
機

会
を

増
大

す
る

こ
と

に
よ

り
、
消

費
の

拡
大

、
農

産
業

の
経

営
の

向
上

と
安

定
を

図
る

。
2

,5
2

8
1
,3

3
6

H
P

「Z
R

A
T

T
O

！
し

ず
お

か
」
へ

の
ア

ク
セ

ス
ユ

ー
ザ

ー
数

7
1
,0

0
0

件
6

9
,4

3
9

件
Ａ

目
標

値
に

届
か

な
か

っ
た

が
、
市

内
農

業
者

の
直

売
所

な
ど

の
H

P
へ

リ
ン

ク
す

る
こ

と
で

、
市

の
農

水
産

物
の

消
費

拡
大

へ
つ

な
げ

る
こ

と
は

で
き

た
。
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（
２

）
事

業
名

（
３

）
事

業
内

容
（
１
）
所

管
課

【
R

5
】

決
算

額
（
千

円
）

Ｒ
５

　
実

績
値

指
標

名

（
5

）
成

果
指

標

施
策

の
方

向
具

体
的

な
施

策

基
本

方
針

基
本

計
画

【
R

5
当

初
】

予
算

額
（
千

円
）

Ｒ
５

　
目

標
値

（
4

）
予

算
・
決

算
額

（
6

）
評

価

評
価

評
価

理
由

1
3

①
学

校
給

食
課

学
校

給
食

に
お

け
る

地
場

産
物

の
活

用
静

岡
の

特
産

物
を

使
っ

た
献

立
を

学
校

給
食

に
取

り
入

れ
、
静

岡
県

内
産

及
び

市
内

産
の

農
産

物
を

学
校

給
食

に
活

用
す

る
。

0
0

各
学

校
給

食
施

設
で

「
ふ

る
さ

と
給

食
の

日
」を

月
１

回
以

上
実

施
す

る
。

全
学

校
給

食
施

設
で

月
１
回

以
上

全
学

校
給

食
施

設
で

月
1
回

以
上

実
施

Ａ

全
学

校
給

食
施

設
で

目
標

達
成

が
で

き
た

。
「ふ

る
さ

と
給

食
の

日
」で

は
、
静

岡
県

内
産

及
び

市
内

産
の

農
産

物
を

積
極

的
に

取
り

入
れ

た
。

1
3

①
農

業
政

策
課

し
ず

お
か

果
樹

百
景

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

県
や

農
協

等
の

団
体

と
連

携
し

て
本

市
で

栽
培

さ
れ

て
い

る
果

樹
を

P
R

し
、
多

種
多

彩
な

果
樹

生
産

地
で

あ
る

「
果

樹
百

景
」
静

岡
市

の
市

内
外

へ
の

浸
透

を
図

る
。

3
3

7
1
1
5

研
究

会
等

の
参

加
人

数
1
4

人
1
1
人

Ｂ

研
究

会
に

お
い

て
関

係
者

同
士

の
情

報
交

換
や

交
流

の
場

を
持

つ
こ

と
が

で
き

た
が

、
目

標
値

に
は

達
し

な
か

っ
た

た
め

。

1
3

①
農

業
政

策
課

農
業

ま
つ

り
開

催
補

助
金

地
元

の
農

業
・
林

業
・
水

産
業

・
畜

産
業

の
消

費
宣

伝
、
即

売
、
展

示
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、
本

市
の

農
業

の
実

状
を

広
く

市
民

に
紹

介
し

理
解

を
深

め
る

機
会

と
す

る
と

と
も

に
、
本

市
の

農
業

の
振

興
を

図
る

。

8
1
0

8
1
0

ア
グ

リ
フ

ェ
ス

タ
来

場
者

数
2

5
,0

0
0

人
２

６
，
０

０
０

人
Ａ

目
標

値
を

達
成

す
る

来
場

者
数

が
あ

り
、
地

元
農

産
物

の
販

売
に

よ
る

地
域

農
業

へ
の

理
解

の
場

と
し

て
の

効
果

を
果

た
せ

た
た

め
。

1
3

①
健

康
づ

く
り

推
進

課
食

育
普

及
啓

発
推

進
事

業

静
岡

市
食

育
推

進
計

画
に

基
づ

き
、
「
健

康
寿

命
の

延
伸

」と
「
健

康
長

寿
の

ま
ち

の
実

現
」を

目
指

し
、
健

や
か

な
食

生
活

の
実

践
や

、
地

産
地

消
や

静
岡

の
食

文
化

の
継

承
等

に
よ

る
食

育
活

動
を

推
進

す
る

。

6
9

9
6

9
9

①
食

育
応

援
団

事
業

参
加

者
数

②
食

育
啓

発
用

ま
ん

が
の

配
布

学
校

数

①
1
,0

0
0

人
②

2
7

校
①

1
,3

9
2

人
②

2
7

校
Ａ

①
教

室
等

の
定

員
を

増
や

し
て

開
催

し
た

こ
と

か
ら

、
目

標
よ

り
大

き
く

参
加

者
数

が
増

え
た

が
、
講

師
派

遣
回

数
は

前
年

度
と

ほ
ぼ

同
様

で
あ

っ
た

。
②

計
画

通
り

実
施

し
た

。

1
3

①
農

業
政

策
課

い
き

い
き

都
市

農
業

推
進

事
業

補
助

金

販
売

農
家

（
年

間
農

業
収

入
金

額
5

0
万

円
以

上
）を

対
象

者
に

、
市

街
化

区
域

内
の

農
業

生
産

に
必

要
な

施
設

の
整

備
や

機
械

の
導

入
を

支
援

す
る

こ
と

で
、
農

業
意

欲
の

向
上

、
及

び
農

業
経

営
の

安
定

・
促

進
を

図
る

。
併

せ
て

、
フ

ァ
ー

マ
ー

ズ
マ

ー
ケ

ッ
ト

等
へ

の
農

産
物

の
供

給
力

ア
ッ

プ
に

伴
う

地
産

地
消

の
推

進
、
及

び
優

良
都

市
農

地
の

保
全

も
図

る
。

2
2

,0
0

0
1
2

,0
4

2
生

産
緑

地
地

区
面

積
（
ｈ

ａ
）

2
4

0
h

a
2

0
3

h
a

Ａ

市
街

化
区

域
内

農
地

の
適

切
な

維
持

・
管

理
に

よ
り

、
新

鮮
な

農
産

物
が

市
内

直
売

所
に

安
定

的
に

供
給

さ
れ

て
い

る
。

目
標

に
掲

げ
る

面
積

に
は

届
か

な
い

が
、
補

助
金

の
目

的
は

果
た

さ
れ

て
い

る
。

1
3

①
生

涯
学

習
推

進
課

生
涯

学
習

施
設

に
お

け
る

講
座

の
実

施

市
内

生
涯

学
習

施
設

に
お

い
て

料
理

講
座

や
食

育
講

座
等

を
実

施
す

る
。

※
現

代
的

課
題

の
分

野
（
食

育
、
地

産
地

消
、
地

域
食

材
、
食

の
安

全
、
お

茶
の

ま
ち

、
農

林
漁

業
体

験
）
の

講
座

を
想

定
。

指
定

管
理

料
の

一
部

指
定

管
理

料
の

一
部

受
講

生
満

足
度

9
0

%
9

6
%

Ｓ

目
標

値
を

達
成

し
、
生

涯
学

習
施

設
で

の
料

理
講

座
や

食
育

講
座

等
を

開
催

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

1
3

①
駿

河
区

地
域

総
務

課
駿

河
区

旬
穫

祭
（
区

の
魅

力
づ

く
り

事
業

）
駿

河
区

の
旬

の
特

産
品

の
物

販
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
情

報
発

信
、
地

産
地

消
の

促
進

を
図

る
。

2
,1

9
0

1
,7

3
8

延
べ

参
加

団
体

数
２

０
団

体
2

6
団

体
Ｓ

民
間

事
業

者
及

び
他

局
と

の
連

携
に

よ
り

、
駿

河
区

の
特

産
品

等
の

P
R

イ
ベ

ン
ト

を
開

催
し

、
目

標
を

上
回

る
成

果
を

あ
げ

る
こ

と
が

で
き

た
。

1
3

①
農

業
政

策
課

茶
販

路
拡

張
事

業
静

岡
の

お
茶

の
消

費
を

拡
大

す
る

た
め

に
、
消

費
者

に
対

す
る

静
岡

の
お

茶
に

関
す

る
情

報
提

供
・
静

岡
の

お
茶

の
宣

伝
事

業
を

行
う

静
岡

茶
商

工
業

協
同

組
合

に
対

し
て

、
補

助
金

を
交

付
す

る
。

3
,0

0
0

3
,0

0
0

茶
販

路
拡

張
事

業
の

確
実

な
実

施
実

施
実

施
Ａ

福
岡

県
福

岡
市

「
博

多
祇

園
山

笠
」で

の
Ｐ

Ｒ
イ

ベ
ン

ト
や

静
岡

市
教

育
局

、
ベ

ル
テ

ッ
ク

ス
静

岡
と

連
携

を
図

る
な

ど
茶

販
路

拡
張

に
資

す
る

取
組

み
を

実
施

し
た

た
め

。

1
3

➁
農

業
政

策
課

「
お

茶
の

ま
ち

静
岡

市
」ラ

ッ
ピ

ン
グ

タ
ク

シ
ー

事
業

「
お

茶
の

ま
ち

静
岡

市
」ラ

ッ
ピ

ン
グ

タ
ク

シ
ー

導
入

に
よ

り
、
「お

茶
の

ま
ち

静
岡

市
」
の

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
を

強
化

す
る

と
と

も
に

、
タ

ク
シ

ー
乗

務
員

に
対

し
て

質
の

高
い

「お
も

て
な

し
」
の

講
習

会
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、
官

民
が

連
携

し
て

「
観

光
誘

客
」
、
「
交

流
人

口
」
の

増
加

を
図

る
。

6
,2

5
7

9
,9

4
0

ラ
ッ

ピ
ン

グ
タ

ク
シ

ー
導

入
台

数
７

台
７

台
Ａ

当
初

の
計

画
ど

お
り

、
７

台
の

タ
ク

シ
ー

へ
「
お

茶
の

ま
ち

静
岡

市
」
の

ラ
ッ

ピ
ン

グ
を

実
施

し
た

た
め

。

1
3

➁
産

業
政

策
課

健
康

・
食

品
産

業
推

進
事

業
県

と
中

部
５

市
（
静

岡
市

、
焼

津
市

、
藤

枝
市

、
島

田
市

、
牧

之
原

市
）

で
食

品
の

高
付

加
価

値
化

（
機

能
性

食
品

の
開

発
等

）を
推

進
す

る
。

2
,0

0
0

2
,0

0
0

市
内

企
業

の
商

品
開

発
件

数
４

件
４

件
Ａ

支
援

企
業

に
対

し
て

、
補

助
金

の
交

付
先

で
あ

る
フ

ー
ズ

・
ヘ

ル
ス

ケ
ア

オ
ー

プ
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
か

ら
、
事

業
者

に
対

し
て

専
門

的
な

ア
ド

バ
イ

ス
や

ビ
ジ

ネ
ス

マ
ッ

チ
ン

グ
等

を
行

い
、

目
標

を
達

成
し

た
た

め
。
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（
２

）
事

業
名

（
３

）
事

業
内

容
（
１
）
所

管
課

【
R

5
】

決
算

額
（
千

円
）

Ｒ
５

　
実

績
値

指
標

名

（
5

）
成

果
指

標

施
策

の
方

向
具

体
的

な
施

策

基
本

方
針

基
本

計
画

【
R

5
当

初
】

予
算

額
（
千

円
）

Ｒ
５

　
目

標
値

（
4

）
予

算
・
決

算
額

（
6

）
評

価

評
価

評
価

理
由

1
3

➁
中

山
間

地
振

興
課

オ
ク

シ
ズ

元
気

ビ
ジ

ネ
ス

支
援

事
業

中
山

間
地

域
の

活
性

化
を

促
し

、
集

落
の

維
持

を
図

る
た

め
、
地

域
の

産
業

、
自

然
、
文

化
な

ど
の

資
源

を
活

用
し

た
「
新

た
な

ビ
ジ

ネ
ス

」
の

実
施

及
び

準
備

に
か

か
る

経
費

の
一

部
を

助
成

す
る

。
1
0

,0
0

0
4

,4
4

0
事

業
化

件
数

３
件

３
件

Ａ

新
メ

ニ
ュ

ー
や

土
産

品
の

開
発

、
民

宿
開

業
に

対
す

る
３

件
の

支
援

を
行

う
こ

と
で

、
地

域
へ

の
誘

客
に

繋
げ

る
こ

と
が

で
き

た
。

1
3

③
産

業
振

興
課

中
小

企
業

海
外

展
開

支
援

事
業

東
ア

ジ
ア

や
東

南
ア

ジ
ア

に
販

路
開

拓
を

必
要

と
す

る
中

小
企

業
に

対
し

、
テ

ス
ト

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
や

個
別

商
談

等
を

実
施

す
る

。
6

,0
0

0
5

,5
0

0
商

談
件

数
3

0
件

3
3

件
Ａ

期
待

ど
お

り
の

商
談

件
数

で
あ

っ
た

た
め

。

1
3

③
農

業
政

策
課

特
産

茶
戦

略
的

輸
出

促
進

事
業

茶
業

者
の

新
規

商
流

の
獲

得
販

路
拡

大
を

目
的

と
し

た
海

外
展

示
会

の
出

展
費

用
等

へ
の

助
成

や
残

留
農

薬
検

査
へ

の
助

成
を

行
う

。
4

,4
0

0
7

,5
4

5
本

市
事

業
に

係
る

「
静

岡
市

の
お

茶
」
の

輸
出

量
2

.9
5

ｔ
7

.0
ｔ

Ｓ

７
件

の
海

外
展

示
会

出
展

費
用

等
の

助
成

を
し

た
他

、
９

月
補

正
予

算
で

海
外

販
路

開
拓

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

構
築

し
た

こ
と

で
、
目

標
を

上
回

る
輸

出
量

と
な

っ
た

た
め

。

2
1

①
農

業
政

策
課

認
定

農
業

者
・
新

規
就

農
者

育
成

支
援

事
業

補
助

金

地
域

農
業

の
担

い
手

で
あ

る
認

定
農

業
者

及
び

新
規

就
農

者
等

の
農

作
業

の
省

力
化

や
先

端
技

術
の

導
入

等
、
経

営
基

盤
の

強
化

を
目

的
に

実
施

す
る

事
業

に
対

し
、
そ

の
経

費
の

一
部

を
助

成
す

る
。

2
2

,0
0

0
2

0
,9

7
6

認
定

農
業

者
数

及
び

認
定

新
規

就
農

者
数

（
経

営
体

数
）

6
3

0
経

営
体

6
2

6
経

営
体

Ａ

補
助

事
業

の
実

施
に

よ
り

、
市

内
の

認
定

農
業

者
等

の
経

営
基

盤
の

強
化

に
寄

与
し

、
目

標
値

を
上

回
っ

た
。

2
1

①
農

業
政

策
課

静
岡

市
農

業
経

営
収

入
保

険
制

度
加

入
事

業
補

助
金

様
々

な
経

営
リ

ス
ク

に
よ

る
収

入
減

少
に

備
え

る
た

め
、
全

国
農

業
共

済
組

合
連

合
会

が
取

り
扱

う
農

業
経

営
収

入
保

険
に

農
業

者
自

ら
が

加
入

す
る

際
の

保
険

料
の

一
部

を
助

成
す

る
。

4
,5

6
0

3
,1

6
1

認
定

農
業

者
数

（
経

営
体

数
）

6
0

0
経

営
体

6
0

5
経

営
体

Ａ

農
業

者
自

身
が

自
ら

の
経

営
リ

ス
ク

に
対

し
て

備
え

る
こ

と
で

持
続

的
か

つ
安

定
的

な
農

業
経

営
を

実
現

す
る

た
め

の
当

該
保

険
制

度
へ

の
加

入
者

は
毎

年
概

ね
5

0
経

営
体

ず
つ

の
増

加
と

な
っ

て
い

る
。

当
該

補
助

事
業

が
加

入
に

向
け

た
１
つ

の
き

っ
か

け
と

な
っ

て
い

る
。

2
1

①
農

業
政

策
課

経
営

継
承

・
発

展
等

支
援

事
業

先
代

で
あ

る
中

心
経

営
体

か
ら

経
営

に
関

す
る

主
宰

権
の

す
べ

て
に

つ
い

て
継

承
を

受
け

た
後

継
者

の
農

業
経

営
を

更
に

発
展

さ
せ

る
た

め
に

行
う

取
組

に
対

し
て

支
援

す
る

。
6

,0
0

0
2

,0
0

0
認

定
農

業
者

数
（
経

営
体

数
）

6
0

0
経

営
体

6
0

5
経

営
体

Ａ

令
和

５
年

度
は

２
件

が
事

業
を

実
施

し
た

。
後

継
者

の
農

業
経

営
の

発
展

に
向

け
て

寄
与

し
て

い
る

。

2
1

①
農

業
政

策
課

農
地

利
用

効
率

化
等

支
援

交
付

金
自

ら
の

農
業

経
営

を
効

率
化

し
、
所

得
の

増
大

に
結

び
つ

け
る

た
め

、
必

要
な

農
業

用
機

械
や

施
設

の
導

入
に

対
し

て
支

援
す

る
。

6
,0

0
0

0
認

定
農

業
者

数
及

び
認

定
新

規
就

農
者

数
（
経

営
体

数
）

6
3

0
経

営
体

6
2

6
経

営
体

―
令

和
５

年
度

は
申

請
件

数
が

な
く

、
実

績
が

な
か

っ
た

た
め

、
「
評

価
な

し
」
と

し
た

。

2
1

①
農

業
政

策
課

い
き

い
き

都
市

農
業

推
進

事
業

補
助

金

市
街

化
区

域
内

農
地

で
生

産
を

行
う

販
売

農
家

（
年

間
農

業
収

入
金

額
5

0
万

円
以

上
）を

対
象

者
に

、
農

業
生

産
に

必
要

な
施

設
の

整
備

や
機

械
の

導
入

を
支

援
す

る
こ

と
で

、
生

産
意

欲
の

向
上

、
農

業
経

営
の

安
定

及
び

促
進

を
図

る
。
併

せ
て

、
フ

ァ
ー

マ
ー

ズ
マ

ー
ケ

ッ
ト

等
へ

の
農

産
物

の
供

給
力

ア
ッ

プ
に

伴
う

地
産

地
消

の
推

進
や

都
市

農
地

の
保

全
も

図
る

。

2
2

,0
0

0
1
2

,0
4

2
生

産
緑

地
地

区
面

積
（
ｈ

ａ
）

2
4

0
h

a
2

0
3

h
a

Ａ

市
街

化
区

域
内

農
地

の
適

切
な

維
持

・
管

理
に

よ
り

、
新

鮮
な

農
産

物
が

市
内

直
売

所
に

安
定

的
に

供
給

さ
れ

て
い

る
。

目
標

に
掲

げ
る

面
積

に
は

届
か

な
い

が
、
補

助
金

の
目

的
は

果
た

さ
れ

て
い

る
。

2
1

①
農

業
政

策
課

農
業

用
機

械
継

承
支

援
事

業
使

用
し

て
い

な
い

が
使

用
可

能
な

農
業

用
機

械
を

他
の

農
業

者
に

継
承

す
る

際
に

実
施

す
る

機
械

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
作

業
の

一
部

に
対

し
て

支
援

す
る

。
6

4
0

0
農

業
用

機
械

の
継

承
成

立
率

8
0

%
0

%
―

継
承

可
能

な
農

業
用

機
械

の
登

録
が

３
件

あ
っ

た
が

、
機

械
の

継
承

は
行

わ
れ

な
か

っ
た

た
め

、
「
評

価
な

し
」
と

し
た

。
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（
２

）
事

業
名

（
３

）
事

業
内

容
（
１
）
所

管
課

【
R

5
】

決
算

額
（
千

円
）

Ｒ
５

　
実

績
値

指
標

名

（
5

）
成

果
指

標

施
策

の
方

向
具

体
的

な
施

策

基
本

方
針

基
本

計
画

【
R

5
当

初
】

予
算

額
（
千

円
）

Ｒ
５

　
目

標
値

（
4

）
予

算
・
決

算
額

（
6

）
評

価

評
価

評
価

理
由

2
1

①
農

業
政

策
課

経
営

改
善

支
援

事
業

静
岡

市
「
農

業
経

営
基

盤
強

化
の

促
進

に
関

す
る

基
本

的
な

構
想

」
に

基
づ

き
、
農

業
経

営
を

効
率

的
か

つ
安

定
的

に
行

お
う

と
す

る
農

業
経

営
者

が
策

定
す

る
農

業
経

営
改

善
計

画
の

作
成

支
援

、
認

定
等

を
行

う
。

1
,1

6
8

2
6

0
認

定
農

業
者

数
及

び
認

定
新

規
就

農
者

数
（
経

営
体

数
）

6
3

0
経

営
体

6
2

6
経

営
体

Ａ

2
0

件
の

経
営

改
善

計
画

の
新

規
認

定
並

び
に

、
5

5
件

の
再

認
定

に
向

け
た

ヒ
ア

リ
ン

グ
及

び
認

定
審

査
を

実
施

。
ま

た
、
５

件
の

青
年

等
就

農
計

画
の

新
規

認
定

を
行

っ
た

。
こ

の
ほ

か
、
各

計
画

の
変

更
や

廃
止

に
関

す
る

事
務

手
続

き
を

行
い

、
目

標
値

を
上

回
る

認
定

農
業

者
及

び
新

規
就

農
者

の
確

保
に

至
っ

た
。

2
1

①
農

業
政

策
課

多
様

な
担

い
手

育
成

支
援

事
業

認
定

農
業

者
や

認
定

新
規

就
農

者
と

し
て

の
認

定
要

件
を

満
た

さ
ず

市
内

（
市

街
化

区
域

を
除

く
）
で

生
産

を
行

う
「
半

農
半

Ｘ
」
等

の
販

売
農

家
を

対
象

に
農

業
生

産
に

要
す

る
施

設
の

整
備

や
機

械
の

導
入

を
支

援
す

る
。

4
,8

0
0

2
,0

7
2

認
定

農
業

者
数

及
び

認
定

新
規

就
農

者
数

（
経

営
体

数
）

6
3

0
経

営
体

6
2

6
経

営
体

Ａ

事
業

の
実

施
が

認
定

農
業

者
や

認
定

新
規

就
農

者
へ

の
誘

導
に

寄
与

し
、
目

標
を

上
回

っ
た

。

2
1

①
農

業
政

策
課

農
業

経
営

講
座

農
業

生
産

に
意

欲
の

あ
る

農
業

後
継

者
を

対
象

と
し

、
農

業
経

営
に

関
す

る
講

座
や

視
察

研
修

の
実

施
、
幅

広
い

情
報

提
供

等
に

よ
り

、
将

来
、
静

岡
市

農
業

の
振

興
に

寄
与

す
る

青
年

の
確

保
及

び
育

成
を

図
る

。

2
8

0
2

0
1

講
座

受
講

者
数

5
0

人
/年

6
1
人

/年
Ｓ

目
標

値
よ

り
多

く
の

受
講

者
数

を
確

保
し

、
農

業
に

対
し

て
よ

り
興

味
を

持
っ

て
も

ら
う

こ
と

が
で

き
た

。

2
1

①
農

業
政

策
課

農
業

近
代

化
資

金
利

子
補

助
金

市
内

の
認

定
農

業
者

が
経

営
基

盤
の

強
化

等
を

目
的

に
融

資
機

関
か

ら
農

業
近

代
化

資
金

を
借

り
入

れ
た

場
合

に
、
市

が
融

資
機

関
に

対
し

て
利

子
補

給
を

行
う

。
1
,5

7
9

7
1
9

認
定

農
業

者
数

（
経

営
体

数
）

6
0

0
経

営
体

6
0

5
経

営
体

Ａ

利
子

補
給

の
実

施
に

よ
り

、
安

定
し

た
経

営
を

行
う

認
定

農
業

者
の

確
保

に
寄

与
し

、
目

標
値

を
上

回
っ

た
。

2
1

①
農

業
政

策
課

農
業

共
済

組
合

負
担

金
農

業
災

害
補

償
法

に
基

づ
き

、
地

域
農

業
者

の
農

業
災

害
補

償
に

関
す

る
保

険
事

業
等

を
実

施
す

る
静

岡
県

中
部

農
業

共
済

組
合

に
対

し
、
応

分
の

負
担

を
行

う
。

1
0

,1
9

9
1
0

,1
9

9
農

業
保

険
へ

の
加

入
促

進
、
共

済
金

の
円

滑
な

支
払

い
実

施
実

施
Ａ

組
合

の
運

営
費

を
助

成
す

る
こ

と
で

農
業

共
済

事
業

が
円

滑
に

漏
れ

な
く

実
施

さ
れ

た
。

2
1

➁
農

業
政

策
課

認
定

農
業

者
・
新

規
就

農
者

育
成

支
援

事
業

補
助

金

地
域

農
業

の
担

い
手

で
あ

る
認

定
農

業
者

及
び

新
規

就
農

者
等

の
農

作
業

の
省

力
化

や
先

端
技

術
の

導
入

等
、
経

営
基

盤
の

強
化

を
目

的
に

実
施

す
る

事
業

に
対

し
、
そ

の
経

費
の

一
部

を
助

成
す

る
。

2
2

,0
0

0
2

0
,9

7
6

認
定

農
業

者
数

及
び

認
定

新
規

就
農

者
数

（
経

営
体

数
）

6
3

0
経

営
体

6
2

6
経

営
体

Ａ

補
助

事
業

の
実

施
に

よ
り

、
市

内
の

認
定

農
業

者
等

の
経

営
基

盤
の

強
化

に
寄

与
し

、
目

標
値

を
上

回
っ

た
。

2
1

➁
農

業
政

策
課

新
規

就
農

者
育

成
総

合
対

策
事

業
就

農
後

の
経

営
発

展
の

た
め

に
必

要
な

機
械

・
施

設
の

導
入

や
、
経

営
開

始
直

後
の

生
活

を
下

支
え

す
る

た
め

の
資

金
を

認
定

新
規

就
農

者
に

対
し

て
交

付
す

る
。

5
1
,0

0
0

2
7

,0
3

8
認

定
新

規
就

農
者

数
（
経

営
体

数
）

3
0

経
営

体
2

1
経

営
体

Ａ

目
標

値
に

は
届

か
な

か
っ

た
が

、
Ｊ
Ａ

や
県

と
連

携
し

て
認

定
新

規
就

農
者

の
掘

り
起

こ
し

を
行

う
と

と
も

に
、
認

定
新

規
就

農
者

の
定

着
が

図
ら

れ
る

よ
う

、
関

係
機

関
と

就
農

状
況

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

及
び

助
言

等
を

行
っ

た
こ

と
に

よ
り

、
離

農
を

防
ぎ

、
概

ね
目

標
水

準
を

維
持

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

2
1

➁
農

業
政

策
課

農
業

次
世

代
人

材
育

成
投

資
事

業
（
経

営
開

始
型

）
経

営
開

始
初

期
段

階
の

認
定

新
規

就
農

者
の

生
活

を
下

支
え

す
る

た
め

の
資

金
を

交
付

す
る

。
1
2

,7
5

0
1
1
,8

8
3

認
定

新
規

就
農

者
数

（
経

営
体

数
）

３
０

経
営

体
2

1
経

営
体

Ａ

目
標

値
に

は
届

か
な

か
っ

た
が

、
Ｊ
Ａ

や
県

と
連

携
し

て
認

定
新

規
就

農
者

の
掘

り
起

こ
し

を
行

う
と

と
も

に
、
認

定
新

規
就

農
者

の
定

着
が

図
ら

れ
る

よ
う

、
関

係
機

関
と

就
農

状
況

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

及
び

助
言

等
を

行
っ

た
こ

と
に

よ
り

、
離

農
を

防
ぎ

、
概

ね
目

標
水

準
を

維
持

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
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（
２

）
事

業
名

（
３

）
事

業
内

容
（
１
）
所

管
課

【
R

5
】

決
算

額
（
千

円
）

Ｒ
５

　
実

績
値

指
標

名

（
5

）
成

果
指

標

施
策

の
方

向
具

体
的

な
施

策

基
本

方
針

基
本

計
画

【
R

5
当

初
】

予
算

額
（
千

円
）

Ｒ
５

　
目

標
値

（
4

）
予

算
・
決

算
額

（
6

）
評

価

評
価

評
価

理
由

2
1

➁
農

業
政

策
課

経
営

継
承

・
発

展
等

支
援

事
業

先
代

で
あ

る
中

心
経

営
体

か
ら

経
営

に
関

す
る

主
宰

権
の

す
べ

て
に

つ
い

て
継

承
を

受
け

た
後

継
者

の
農

業
経

営
を

更
に

発
展

さ
せ

る
た

め
に

行
う

取
組

に
対

し
て

支
援

す
る

。
6

,0
0

0
2

,0
0

0
認

定
農

業
者

数
（
経

営
体

数
）

6
0

0
経

営
体

6
0

5
経

営
体

Ａ

令
和

５
年

度
は

２
件

が
事

業
を

実
施

し
た

。
後

継
者

の
農

業
経

営
の

発
展

に
向

け
て

寄
与

し
て

い
る

。

2
1

➁
農

業
政

策
課

い
き

い
き

都
市

農
業

推
進

事
業

補
助

金

市
街

化
区

域
内

農
地

で
生

産
を

行
う

販
売

農
家

（
年

間
農

業
収

入
金

額
5

0
万

円
以

上
）を

対
象

者
に

、
農

業
生

産
に

必
要

な
施

設
の

整
備

や
機

械
の

導
入

を
支

援
す

る
こ

と
で

、
生

産
意

欲
の

向
上

、
農

業
経

営
の

安
定

及
び

促
進

を
図

る
。
併

せ
て

、
フ

ァ
ー

マ
ー

ズ
マ

ー
ケ

ッ
ト

等
へ

の
農

産
物

の
供

給
力

ア
ッ

プ
に

伴
う

地
産

地
消

の
推

進
や

都
市

農
地

の
保

全
も

図
る

。

2
2

,0
0

0
1
2

,0
4

2
生

産
緑

地
地

区
面

積
（
ｈ

ａ
）

2
4

0
h

a
2

0
3

h
a

Ａ

市
街

化
区

域
内

農
地

の
適

切
な

維
持

・
管

理
に

よ
り

、
新

鮮
な

農
産

物
が

市
内

直
売

所
に

安
定

的
に

供
給

さ
れ

て
い

る
。

目
標

に
掲

げ
る

面
積

に
は

届
か

な
い

が
、
補

助
金

の
目

的
は

果
た

さ
れ

て
い

る
。

2
1

➁
農

業
政

策
課

蒲
原

畑
総

区
域

内
公

共
用

地
活

用
事

業
ア

グ
リ

チ
ャ

レ
ン

ジ
パ

ー
ク

蒲
原

（
新

規
就

農
者

向
け

研
修

ほ
場

及
び

農
業

体
験

広
場

）を
活

用
し

、
新

規
就

農
者

の
育

成
や

市
民

に
対

す
る

農
業

の
啓

発
を

行
う

。
5

,1
8

0
3

,8
4

1
新

規
就

農
者

の
養

成
研

修
（
年

間
）

3
0

回
3

0
回

Ａ

研
修

は
、
栽

培
講

習
、
経

営
講

習
を

中
心

に
年

3
0

回
を

計
画

的
に

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

2
1

➁
農

業
政

策
課

静
岡

市
が

ん
ば

る
新

農
業

人
支

援
事

業

新
規

就
農

を
す

る
た

め
の

研
修

体
制

を
創

出
す

る
た

め
の

経
費

と
し

て
、
5

0
歳

以
上

6
4

歳
未

満
の

研
修

生
１
名

あ
た

り
5

0
0

千
円

／
年

の
補

助
金

を
事

業
主

体
で

あ
る

地
域

受
入

連
絡

会
に

交
付

す
る

。

5
0

0
0

認
定

新
規

就
農

者
数

（
経

営
体

数
）

３
０

経
営

体
2

1
経

営
体

―

地
域

受
入

連
絡

会
の

当
該

事
業

が
対

象
と

す
る

層
の

受
け

入
れ

予
定

が
無

か
っ

た
た

め
、
事

業
を

実
施

し
な

か
っ

た
。

2
1

➁
農

業
政

策
課

静
岡

市
農

業
経

営
収

入
保

険
制

度
加

入
事

業
補

助
金

様
々

な
経

営
リ

ス
ク

に
よ

る
収

入
減

少
に

備
え

る
た

め
、
全

国
農

業
共

済
組

合
連

合
会

が
取

り
扱

う
農

業
経

営
収

入
保

険
に

農
業

者
自

ら
が

加
入

す
る

際
の

保
険

料
の

一
部

を
助

成
す

る
。

4
,5

6
0

3
,1

6
1

認
定

農
業

者
数

（
経

営
体

数
）

6
0

0
経

営
体

6
0

5
経

営
体

Ａ

農
業

者
自

身
が

自
ら

の
経

営
リ

ス
ク

に
対

し
て

備
え

る
こ

と
で

持
続

的
か

つ
安

定
的

な
農

業
経

営
を

実
現

す
る

た
め

の
当

該
保

険
制

度
へ

の
加

入
者

は
毎

年
概

ね
5

0
経

営
体

ず
つ

の
増

加
と

な
っ

て
い

る
。

当
該

補
助

事
業

が
加

入
に

向
け

た
１
つ

の
き

っ
か

け
と

な
っ

て
い

る
。

2
1

➁
農

業
政

策
課

農
業

用
機

械
継

承
支

援
事

業
使

用
し

て
い

な
い

が
使

用
可

能
な

農
業

用
機

械
を

他
の

農
業

者
に

継
承

す
る

際
に

実
施

す
る

機
械

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
作

業
の

一
部

に
対

し
て

支
援

す
る

。
6

4
0

0
農

業
用

機
械

の
継

承
成

立
率

8
0

%
0

%
―

継
承

可
能

な
農

業
用

機
械

の
登

録
が

３
件

あ
っ

た
が

、
機

械
の

継
承

は
行

わ
れ

な
か

っ
た

た
め

、
「
評

価
な

し
」
と

し
た

。

2
1

➁
農

業
政

策
課

多
様

な
担

い
手

育
成

支
援

事
業

認
定

農
業

者
や

認
定

新
規

就
農

者
と

し
て

の
認

定
要

件
を

満
た

さ
ず

市
内

（
市

街
化

区
域

を
除

く
）
で

生
産

を
行

う
「
半

農
半

Ｘ
」
等

の
販

売
農

家
を

対
象

に
農

業
生

産
に

要
す

る
施

設
の

整
備

や
機

械
の

導
入

を
支

援
す

る
。

4
,8

0
0

2
,0

7
2

認
定

農
業

者
数

及
び

認
定

新
規

就
農

者
数

（
経

営
体

数
）

6
3

0
経

営
体

6
2

6
経

営
体

Ａ

事
業

の
実

施
が

認
定

農
業

者
や

認
定

新
規

就
農

者
へ

の
誘

導
に

寄
与

し
、
目

標
を

上
回

っ
た

。

2
1

➁
農

業
政

策
課

農
業

経
営

講
座

農
業

生
産

に
意

欲
の

あ
る

農
業

後
継

者
を

対
象

と
し

、
農

業
経

営
に

関
す

る
講

座
や

視
察

研
修

の
実

施
、
幅

広
い

情
報

提
供

等
に

よ
り

、
将

来
、
静

岡
市

農
業

の
振

興
に

寄
与

す
る

青
年

の
確

保
及

び
育

成
を

図
る

。

2
8

0
2

0
1

講
座

受
講

者
数

5
0

人
/年

6
1
人

/年
Ｓ

目
標

値
よ

り
多

く
の

受
講

者
数

を
確

保
し

、
農

業
に

対
し

て
よ

り
興

味
を

持
っ

て
も

ら
う

こ
と

が
で

き
た

。

2
1

③
農

業
政

策
課

蒲
原

畑
総

区
域

内
公

共
用

地
活

用
事

業
ア

グ
リ

チ
ャ

レ
ン

ジ
パ

ー
ク

蒲
原

（
新

規
就

農
者

向
け

研
修

ほ
場

及
び

農
業

体
験

広
場

）を
活

用
し

、
新

規
就

農
者

の
育

成
や

市
民

に
対

す
る

農
業

の
啓

発
を

行
う

。
5

,1
8

0
3

,8
4

1
新

規
就

農
者

の
養

成
研

修
（
年

間
）

3
0

回
3

0
回

Ａ

研
修

は
、
栽

培
講

習
、
経

営
講

習
を

中
心

に
年

3
0

回
を

計
画

的
に

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
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（
２

）
事

業
名

（
３

）
事

業
内

容
（
１
）
所

管
課

【
R

5
】

決
算

額
（
千

円
）

Ｒ
５

　
実

績
値

指
標

名

（
5

）
成

果
指

標

施
策

の
方

向
具

体
的

な
施

策

基
本

方
針

基
本

計
画

【
R

5
当

初
】

予
算

額
（
千

円
）

Ｒ
５

　
目

標
値

（
4

）
予

算
・
決

算
額

（
6

）
評

価

評
価

評
価

理
由

2
1

③
農

業
政

策
課

農
業

経
営

講
座

農
業

生
産

に
意

欲
の

あ
る

農
業

後
継

者
を

対
象

と
し

、
農

業
経

営
に

関
す

る
講

座
や

視
察

研
修

の
実

施
、
幅

広
い

情
報

提
供

等
に

よ
り

、
将

来
、
静

岡
市

農
業

の
振

興
に

寄
与

す
る

青
年

の
確

保
及

び
育

成
を

図
る

。

2
8

0
2

0
1

講
座

受
講

者
数

5
0

人
/年

6
1
人

/年
Ｓ

目
標

値
よ

り
多

く
の

受
講

者
数

を
確

保
し

、
農

業
に

対
し

て
よ

り
興

味
を

持
っ

て
も

ら
う

こ
と

が
で

き
た

。

2
1

③
農

業
政

策
課

経
営

継
承

・
発

展
等

支
援

事
業

先
代

で
あ

る
中

心
経

営
体

か
ら

経
営

に
関

す
る

主
宰

権
の

す
べ

て
に

つ
い

て
継

承
を

受
け

た
後

継
者

の
農

業
経

営
を

更
に

発
展

さ
せ

る
た

め
に

行
う

取
組

に
対

し
て

支
援

す
る

。
6

,0
0

0
2

,0
0

0
認

定
農

業
者

数
（
経

営
体

数
）

6
0

0
経

営
体

6
0

5
経

営
体

Ａ

令
和

５
年

度
は

２
件

が
事

業
を

実
施

し
た

。
後

継
者

の
農

業
経

営
の

発
展

に
向

け
て

寄
与

し
て

い
る

。

2
1

③
農

業
政

策
課

農
業

用
機

械
継

承
支

援
事

業
使

用
し

て
い

な
い

が
使

用
可

能
な

農
業

用
機

械
を

他
の

農
業

者
に

継
承

す
る

際
に

実
施

す
る

機
械

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
作

業
の

一
部

に
対

し
て

支
援

す
る

。
6

4
0

0
農

業
用

機
械

の
継

承
成

立
率

8
0

%
0

%
―

継
承

可
能

な
農

業
用

機
械

の
登

録
が

３
件

あ
っ

た
が

、
機

械
の

継
承

は
行

わ
れ

な
か

っ
た

た
め

、
「
評

価
な

し
」
と

し
た

。

2
1

③
農

業
政

策
課

多
様

な
担

い
手

育
成

支
援

事
業

認
定

農
業

者
や

認
定

新
規

就
農

者
と

し
て

の
認

定
要

件
を

満
た

さ
ず

市
内

（
市

街
化

区
域

を
除

く
）
で

生
産

を
行

う
「
半

農
半

Ｘ
」
等

の
販

売
農

家
を

対
象

に
農

業
生

産
に

要
す

る
施

設
の

整
備

や
機

械
の

導
入

を
支

援
す

る
。

4
,8

0
0

2
,0

7
2

認
定

農
業

者
数

及
び

認
定

新
規

就
農

者
数

（
経

営
体

数
）

6
3

0
経

営
体

6
2

6
経

営
体

Ａ

事
業

の
実

施
が

認
定

農
業

者
や

認
定

新
規

就
農

者
へ

の
誘

導
に

寄
与

し
、
目

標
を

上
回

っ
た

。

2
1

③
農

業
政

策
課

静
岡

市
が

ん
ば

る
新

農
業

人
支

援
事

業

新
規

就
農

を
す

る
た

め
の

研
修

体
制

を
創

出
す

る
た

め
の

経
費

と
し

て
、
5

0
歳

以
上

6
4

歳
未

満
の

研
修

生
１
名

あ
た

り
5

0
0

千
円

／
年

の
補

助
金

を
事

業
主

体
で

あ
る

地
域

受
入

連
絡

会
に

交
付

す
る

。

5
0

0
0

認
定

新
規

就
農

者
数

（
経

営
体

数
）

３
０

経
営

体
2

1
経

営
体

―

地
域

受
入

連
絡

会
の

当
該

事
業

が
対

象
と

す
る

層
の

受
け

入
れ

予
定

が
無

か
っ

た
た

め
、
事

業
を

実
施

し
な

か
っ

た
。

2
2

①
農

地
利

用
課

農
地

中
間

管
理

事
業

農
用

地
の

利
用

の
効

率
化

と
高

度
化

を
図

る
た

め
、
農

地
を

貸
し

付
け

た
地

域
及

び
個

人
を

支
援

す
る

こ
と

に
よ

り
、
農

地
中

間
管

理
機

構
を

活
用

し
た

担
い

手
へ

の
農

地
集

積
・
集

約
化

を
図

る
。

1
,4

4
4

0
農

地
中

間
管

理
事

業
に

よ
る

農
地

集
積

面
積

5
9

h
a

4
6

h
a

Ｂ

前
年

に
比

べ
て

新
規

と
円

滑
化

か
ら

中
間

管
理

へ
の

移
行

が
減

っ
た

こ
と

か
ら

目
標

値
を

下
回

っ
た

。

2
2

①
農

地
利

用
課

荒
廃

農
地

再
生

・
集

積
促

進
事

業
高

齢
化

や
後

継
者

不
足

に
よ

り
荒

廃
し

た
農

地
を

再
生

し
、
意

欲
あ

る
担

い
手

に
引

き
継

ぐ
た

め
、
荒

廃
農

地
の

再
生

作
業

、
及

び
そ

れ
に

附
帯

す
る

施
設

補
完

整
備

に
係

る
費

用
の

一
部

を
助

成
す

る
。

6
,6

0
0

6
,5

9
5

荒
廃

農
地

の
再

生
面

積
及

び
担

い
手

へ
の

集
積

面
積

1
.2

7
h

a
1
.0

2
h

a
Ｂ

前
年

に
比

べ
、
再

生
単

価
が

高
い

事
業

が
半

数
を

占
め

た
こ

と
か

ら
、
再

生
面

積
は

前
年

度
実

績
を

下
回

っ
た

。

2
2

①
農

業
政

策
課

茶
園

集
積

推
進

事
業

農
地

中
間

管
理

事
業

を
活

用
し

て
茶

工
場

等
へ

の
茶

園
集

積
を

推
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、
茶

園
の

耕
作

放
棄

地
の

発
生

を
防

止
し

、
茶

園
の

保
全

を
図

る
。

1
,5

0
0

6
4

8
対

象
茶

園
面

積
2

0
7

a
2

5
9

ａ
Ｓ

前
年

度
中

に
要

望
の

あ
っ

た
対

象
茶

園
の

一
部

で
取

り
下

げ
が

起
き

た
り

、
当

該
年

度
で

追
加

要
望

が
あ

っ
た

が
、

そ
の

他
の

対
象

茶
園

に
つ

い
て

は
適

切
に

対
応

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

2
2

①
農

地
整

備
課

県
営

経
営

体
育

成
樹

園
地

再
編

整
備

事
業

土
地

改
良

に
よ

る
生

産
性

の
向

上
、
農

地
流

動
化

に
よ

る
担

い
手

の
経

営
安

定
化

を
図

る
た

め
、
生

産
基

盤
整

備
、
農

村
集

落
環

境
整

備
を

総
合

的
に

実
施

す
る

団
体

に
対

し
て

補
助

金
を

交
付

す
る

。
3

6
,6

0
0

9
,6

0
0

土
地

改
良

事
業

着
手

地
区

数
3

4
Ａ

事
業

個
所

の
災

害
復

旧
事

業
の

影
響

に
よ

り
予

算
額

に
対

し
決

算
額

が
減

少
し

た
も

の
の

、
遅

滞
な

く
交

付
金

を
交

付
し

、
土

地
改

良
着

手
地

区
数

も
目

標
値

に
達

し
た

た
め

。

2
2

➁
農

地
利

用
課

農
地

中
間

管
理

事
業

農
用

地
の

利
用

の
効

率
化

と
高

度
化

を
図

る
た

め
、
農

地
を

貸
し

付
け

た
地

域
及

び
個

人
を

支
援

す
る

こ
と

に
よ

り
、
農

地
中

間
管

理
機

構
を

活
用

し
た

担
い

手
へ

の
農

地
集

積
・
集

約
化

を
図

る
。

1
,4

4
4

0
農

地
中

間
管

理
事

業
に

よ
る

農
地

集
積

面
積

5
9

h
a

4
6

h
a

Ｂ

前
年

に
比

べ
て

新
規

と
円

滑
化

か
ら

中
間

管
理

へ
の

移
行

が
減

っ
た

こ
と

か
ら

目
標

値
を

下
回

っ
た

。
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（
２

）
事

業
名

（
３

）
事

業
内

容
（
１
）
所

管
課

【
R

5
】

決
算

額
（
千

円
）

Ｒ
５

　
実

績
値

指
標

名

（
5

）
成

果
指

標

施
策

の
方

向
具

体
的

な
施

策

基
本

方
針

基
本

計
画

【
R

5
当

初
】

予
算

額
（
千

円
）

Ｒ
５

　
目

標
値

（
4

）
予

算
・
決

算
額

（
6

）
評

価

評
価

評
価

理
由

2
2

➁
農

業
委

員
会

事
務

局
農

地
利

用
状

況
・
利

用
意

向
調

査
農

地
利

用
状

況
調

査
2

,0
0

0
1
,6

6
0

遊
休

農
地

の
解

消
1
3

.9
h

a
2

0
.3

h
a

Ｓ

新
た

な
最

適
化

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
基

づ
く

農
地

利
用

最
適

化
推

進
委

員
の

積
極

的
な

最
適

化
活

動
の

展
開

に
よ

り
、

遊
休

農
地

の
解

消
面

積
は

目
標

値
を

上
回

っ
た

。

2
2

➁
農

地
利

用
課

農
業

振
興

地
域

整
備

計
画

の
管

理
優

良
農

地
の

確
保

を
目

的
と

す
る

「
農

業
振

興
地

域
の

整
備

に
関

す
る

法
律

」に
基

づ
き

、
農

業
振

興
地

域
整

備
計

画
の

管
理

事
務

を
行

う
。

8
8

9
7

2
3

農
用

地
区

域
標

準
面

積
の

確
保

5
,8

0
0

h
a

5
,8

6
7

h
a

Ａ

静
岡

市
農

業
振

興
地

域
整

備
計

画
の

変
更

を
円

滑
、
適

正
に

執
行

し
、
か

つ
、
目

標
面

積
に

対
し

て
1
0

1
.2

％
達

成
し

た
。

2
2

➁
緑

地
政

策
課

生
産

緑
地

制
度

の
運

用
生

産
緑

地
指

定
要

件
を

充
た

す
農

地
に

つ
い

て
、
生

産
緑

地
地

区
の

指
定

を
行

う
こ

と
に

よ
り

市
街

化
区

域
内

農
地

を
保

全
す

る
。

7
,3

0
4

7
,5

9
0

申
請

に
基

づ
く

、
適

正
な

農
地

の
生

産
緑

地
地

区
新

規
指

定
実

施
実

施
Ａ

適
正

な
時

期
に

実
施

で
き

た
た

め
。

2
2

➁
農

地
利

用
課

荒
廃

農
地

再
生

・
集

積
促

進
事

業
高

齢
化

や
後

継
者

不
足

に
よ

り
荒

廃
し

た
農

地
を

再
生

し
、
意

欲
あ

る
担

い
手

に
引

き
継

ぐ
た

め
、
荒

廃
農

地
の

再
生

作
業

、
及

び
そ

れ
に

附
帯

す
る

施
設

補
完

整
備

に
係

る
費

用
の

一
部

を
助

成
す

る
。

6
,6

0
0

6
,5

9
5

荒
廃

農
地

の
再

生
面

積
及

び
担

い
手

へ
の

集
積

面
積

1
.2

7
h

a
1
.0

2
h

a
Ｂ

前
年

に
比

べ
、
再

生
単

価
が

高
い

事
業

が
半

数
を

占
め

た
こ

と
か

ら
、
再

生
面

積
は

前
年

度
実

績
を

下
回

っ
た

。

2
2

③
農

地
整

備
課

農
道

等
新

設
改

良
事

業
農

業
の

効
率

化
及

び
農

業
生

産
物

の
流

通
の

合
理

化
・
農

村
環

境
の

改
善

を
図

る
た

め
、
農

道
・
水

路
等

の
整

備
を

実
施

す
る

。
1
1
5

,7
0

0
8

5
,5

6
4

年
度

当
初

の
実

施
数

量
①

工
事

（
延

長
）

②
委

託
（
件

数
）

①
1
,0

1
0

m
②

４
件

①
9

1
8

ｍ
②

２
件

Ａ
農

道
・
水

路
等

の
整

備
を

予
定

し
た

施
工

箇
所

を
実

施
し

た
た

め
。

2
2

③
農

業
政

策
課

茶
産

地
総

合
対

策
事

業

安
定

的
か

つ
永

続
的

な
茶

業
経

営
に

向
け

た
基

盤
づ

く
り

の
た

め
、

小
規

模
茶

園
地

の
整

備
や

製
茶

機
械

の
導

入
、
茶

園
共

同
管

理
の

推
進

、
補

完
作

物
へ

の
転

換
、
防

霜
施

設
の

修
繕

等
の

取
り

組
み

に
対

し
て

助
成

す
る

。

2
2

,0
3

8
2

1
,0

4
3

補
助

事
業

実
施

に
よ

る
受

益
面

積
1
3

0
h

a
2

0
2

h
a

Ｓ

当
初

の
要

望
を

上
回

る
対

象
茶

園
に

つ
い

て
茶

産
地

総
合

対
策

事
業

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

2
2

③
農

業
政

策
課

茶
園

集
積

推
進

事
業

農
地

中
間

管
理

事
業

を
活

用
し

て
茶

工
場

等
へ

の
茶

園
集

積
を

推
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、
茶

園
の

耕
作

放
棄

地
の

発
生

を
防

止
し

、
茶

園
の

保
全

を
図

る
。

1
,5

0
0

6
4

8
対

象
茶

園
面

積
2

0
7

a
2

5
9

ａ
Ｓ

前
年

度
中

に
要

望
の

あ
っ

た
対

象
茶

園
の

一
部

で
取

り
下

げ
が

起
き

た
り

、
当

該
年

度
で

追
加

要
望

が
あ

っ
た

が
、

そ
の

他
の

対
象

茶
園

に
つ

い
て

は
適

切
に

対
応

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

2
2

③
農

地
整

備
課

県
営

経
営

体
育

成
樹

園
地

再
編

整
備

事
業

土
地

改
良

に
よ

る
生

産
性

の
向

上
、
農

地
流

動
化

に
よ

る
担

い
手

の
経

営
安

定
化

を
図

る
た

め
、
生

産
基

盤
整

備
、
農

村
集

落
環

境
整

備
を

総
合

的
に

実
施

す
る

団
体

に
対

し
て

補
助

金
を

交
付

す
る

。
3

6
,6

0
0

9
,6

0
0

土
地

改
良

事
業

着
手

地
区

数
3

4
Ａ

事
業

個
所

の
災

害
復

旧
事

業
の

影
響

に
よ

り
予

算
額

に
対

し
決

算
額

が
減

少
し

た
も

の
の

、
遅

滞
な

く
交

付
金

を
交

付
し

、
土

地
改

良
着

手
地

区
数

も
目

標
値

に
達

し
た

た
め

。

2
2

③
農

地
整

備
課

多
面

的
機

能
支

払
交

付
金

事
業

農
業

・
農

村
の

有
す

る
多

面
的

機
能

を
維

持
・
発

揮
す

る
た

め
、
地

域
資

源
の

適
切

な
保

全
管

理
を

共
同

で
実

施
す

る
活

動
団

体
に

対
し

て
交

付
金

を
交

付
す

る
。

3
8

,3
7

9
3

6
,4

6
0

交
付

団
体

数
3

5
3

5
Ａ

遅
滞

な
く

交
付

金
を

交
付

し
、
交

付
団

体
数

も
目

標
値

の
３

５
団

体
を

維
持

で
き

た
た

め
。

2
3

①
農

業
政

策
課

環
境

保
全

型
農

業
対

策
支

援
事

業
環

境
保

全
型

農
業

を
推

進
し

、
本

市
の

持
続

的
な

農
業

を
実

現
し

て
い

く
た

め
、
環

境
保

全
効

果
 の

高
い

農
業

生
産

を
実

践
し

て
い

る
農

業
者

団
体

に
対

し
て

交
付

金
を

交
付

す
る

。
4

,7
7

5
4

,3
9

9
環

境
保

全
効

果
の

高
い

農
業

へ
の

支
援

面
積

3
,7

0
3

a
3

,9
4

5
ａ

Ａ

目
標

値
（
前

年
度

実
績

）を
上

回
る

取
組

面
積

と
な

っ
た

こ
と

で
想

定
以

上
の

環
境

負
荷

低
減

効
果

を
発

揮
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
た

た
め

。
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（
２

）
事

業
名

（
３

）
事

業
内

容
（
１
）
所

管
課

【
R

5
】

決
算

額
（
千

円
）

Ｒ
５

　
実

績
値

指
標

名

（
5

）
成

果
指

標

施
策

の
方

向
具

体
的

な
施

策

基
本

方
針

基
本

計
画

【
R

5
当

初
】

予
算

額
（
千

円
）

Ｒ
５

　
目

標
値

（
4

）
予

算
・
決

算
額

（
6

）
評

価

評
価

評
価

理
由

2
3

①
農

業
政

策
課

農
業

先
端

技
術

導
入

支
援

事
業

農
業

者
が

ス
マ

ー
ト

農
業

等
の

先
端

技
術

を
効

果
的

に
導

入
・
活

用
で

き
る

よ
う

支
援

を
行

う
こ

と
で

、
農

業
に

お
け

る
労

働
力

不
足

の
解

消
や

生
産

性
の

向
上

、
環

境
負

荷
の

低
減

な
ど

を
図

る
。

5
0

0
0

導
入

支
援

の
件

数
１
件

0
件

―

事
業

活
用

に
つ

い
て

の
相

談
は

あ
っ

た
が

年
度

内
事

業
完

了
の

見
通

し
が

立
た

な
か

っ
た

た
め

、
本

年
度

中
で

の
事

業
は

行
わ

れ
ず

、
「
評

価
な

し
」
と

し
た

。

2
3

①
農

業
政

策
課

静
岡

市
グ

リ
ー

ン
農

業
支

援
事

業
補

助
金

化
学

農
薬

、
化

学
肥

料
、
温

室
効

果
ガ

ス
を

減
ら

し
た

栽
培

方
法

や
有

機
農

業
等

に
取

り
組

む
農

業
者

を
支

援
す

る
こ

と
で

、
市

内
農

業
の

環
境

負
荷

の
低

減
を

図
る

。
3

,0
0

0
0

補
助

件
数

８
件

0
件

―

事
業

活
用

に
つ

い
て

の
相

談
は

あ
っ

た
が

年
度

内
事

業
完

了
の

見
通

し
が

立
た

な
か

っ
た

た
め

、
本

年
度

中
で

の
事

業
は

行
わ

れ
ず

、
「
評

価
な

し
」
と

し
た

。

2
3

①
農

業
政

策
課

い
き

い
き

都
市

農
業

推
進

事
業

補
助

金

市
街

化
区

域
内

農
地

で
生

産
を

行
う

販
売

農
家

（
年

間
農

業
収

入
金

額
5

0
万

円
以

上
）を

対
象

者
に

、
農

業
生

産
に

必
要

な
施

設
の

整
備

や
機

械
の

導
入

を
支

援
す

る
こ

と
で

、
生

産
意

欲
の

向
上

、
農

業
経

営
の

安
定

及
び

促
進

を
図

る
。
併

せ
て

、
フ

ァ
ー

マ
ー

ズ
マ

ー
ケ

ッ
ト

等
へ

の
農

産
物

の
供

給
力

ア
ッ

プ
に

伴
う

地
産

地
消

の
推

進
や

都
市

農
地

の
保

全
も

図
る

。

2
2

,0
0

0
1
2

,0
4

2
生

産
緑

地
地

区
面

積
（
ｈ

ａ
）

2
4

0
h

a
2

0
3

h
a

Ａ

市
街

化
区

域
内

農
地

の
適

切
な

維
持

・
管

理
に

よ
り

、
新

鮮
な

農
産

物
が

市
内

直
売

所
に

安
定

的
に

供
給

さ
れ

て
い

る
。

目
標

に
掲

げ
る

面
積

に
は

届
か

な
い

が
、
補

助
金

の
目

的
は

果
た

さ
れ

て
い

る
。

2
3

①
農

業
政

策
課

特
産

茶
戦

略
的

輸
出

促
進

事
業

事
業

の
１
つ

と
し

て
、
残

留
農

薬
検

査
へ

の
助

成
を

実
施

。
2

,0
0

0
1
5

3
本

市
事

業
に

係
る

「
静

岡
市

の
お

茶
」
の

輸
出

量
2

.9
5

ｔ
7

.0
ｔ

Ｓ

残
留

農
薬

検
査

へ
の

助
成

件
数

は
当

初
想

定
を

下
回

っ
た

が
、
輸

出
量

は
目

標
を

上
回

っ
た

た
め

。

2
3

➁
農

業
政

策
課

静
岡

県
果

樹
研

究
セ

ン
タ

ー
誘

致
事

業
市

の
果

樹
振

興
、
後

継
者

育
成

の
た

め
、
県

営
畑

総
「
茂

畑
地

区
」
内

に
県

果
樹

研
究

セ
ン

タ
ー

を
誘

致
す

る
た

め
、
用

地
の

造
成

及
び

進
入

路
等

を
整

備
す

る
。

5
,5

8
5

4
,1

6
9

安
定

対
策

施
工

後
の

用
地

継
続

観
測

結
果

に
基

づ
く

検
証

会
議

の
実

施
と

用
地

の
維

持
管

理

実
施

実
施

Ａ

安
定

対
策

施
工

後
の

用
地

の
継

続
観

測
結

果
に

基
づ

き
令

和
５

年
1
1
月

実
施

の
検

証
会

議
で

安
全

が
宣

言
さ

れ
た

。
用

地
の

草
刈

り
作

業
を

は
じ

め
と

し
た

維
持

管
理

を
適

切
に

実
施

し
た

。

2
3

③
農

業
政

策
課

静
岡

県
食

肉
セ

ン
タ

ー
再

編
整

備
事

業
負

担
金

安
全

で
良

質
な

食
肉

の
安

定
供

給
機

能
の

維
持

及
び

、
畜

産
の

振
興

を
図

る
た

め
、
県

食
肉

セ
ン

タ
ー

の
再

編
整

備
に

対
す

る
負

担
金

1
,5

5
4

1
,5

5
4

負
担

金
交

付
の

実
施

実
施

実
施

Ａ
施

設
整

備
に

係
る

負
担

金
交

付
事

務
に

つ
い

て
遅

滞
な

く
処

理
が

完
了

し
た

た
め

。

2
3

③
農

業
政

策
課

柑
橘

共
選

場
整

備
事

業

農
業

者
の

出
荷

負
担

の
軽

減
や

選
果

精
度

の
向

上
の

た
め

、
Ｊ
Ａ

し
み

ず
の

柑
橘

共
選

場
の

再
整

備
に

伴
い

、
共

選
場

の
老

朽
化

が
進

ん
で

い
る

Ｊ
Ａ

静
岡

市
、
Ｊ
Ａ

大
井

川
、
Ｊ
Ａ

ハ
イ

ナ
ン

と
共

同
利

用
を

想
定

し
整

備
を

行
う

。

0
0

建
設

委
員

会
等

へ
の

参
加

５
回

５
回

Ａ
関

係
機

関
と

協
議

し
、
課

題
の

共
有

や
支

援
に

向
け

た
手

続
き

の
確

認
を

行
っ

た
。

3
1

①
農

地
整

備
課

多
面

的
機

能
支

払
交

付
金

事
業

農
業

・
農

村
の

有
す

る
多

面
的

機
能

を
維

持
・
発

揮
す

る
た

め
、
地

域
資

源
の

適
切

な
保

全
管

理
を

共
同

で
実

施
す

る
活

動
団

体
に

対
し

て
交

付
金

を
交

付
す

る
。

3
8

,3
7

9
3

6
,4

6
0

交
付

団
体

数
3

5
3

5
Ａ

遅
滞

な
く

交
付

金
を

交
付

し
、
交

付
団

体
数

も
目

標
値

の
３

５
団

体
を

維
持

で
き

た
た

め
。

3
1

①
農

業
政

策
課

援
農

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

事
業

中
山

間
地

を
始

め
と

す
る

農
村

地
域

の
後

継
者

不
足

や
高

齢
化

に
よ

る
人

手
不

足
に

悩
む

農
業

者
と

、
農

業
に

関
心

の
あ

る
大

学
生

や
消

費
者

等
の

若
者

や
退

職
し

た
団

塊
世

代
等

を
結

び
、
農

業
者

へ
労

働
力

を
提

供
す

る
。

5
5

0
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

派
遣

人
数

1
2

6
人

1
1
7

人
Ａ

概
ね

例
年

通
り

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
派

遣
で

き
た

た
め

、
人

手
不

足
に

悩
む

農
家

へ
の

サ
ポ

ー
ト

に
繋

が
っ

た
。
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（
２

）
事

業
名

（
３

）
事

業
内

容
（
１
）
所

管
課

【
R

5
】

決
算

額
（
千

円
）

Ｒ
５

　
実

績
値

指
標

名

（
5

）
成

果
指

標

施
策

の
方

向
具

体
的

な
施

策

基
本

方
針

基
本

計
画

【
R

5
当

初
】

予
算

額
（
千

円
）

Ｒ
５

　
目

標
値

（
4

）
予

算
・
決

算
額

（
6

）
評

価

評
価

評
価

理
由

3
1

①
農

業
政

策
課

い
き

い
き

都
市

農
業

推
進

事
業

補
助

金

販
売

農
家

（
年

間
農

業
収

入
金

額
5

0
万

円
以

上
）を

対
象

者
に

、
市

街
化

区
域

内
の

農
業

生
産

に
必

要
な

施
設

の
整

備
や

機
械

の
導

入
を

支
援

す
る

こ
と

で
、
農

業
意

欲
の

向
上

、
及

び
農

業
経

営
の

安
定

・
促

進
を

図
る

。
併

せ
て

、
フ

ァ
ー

マ
ー

ズ
マ

ー
ケ

ッ
ト

等
へ

の
農

産
物

の
供

給
力

ア
ッ

プ
に

伴
う

地
産

地
消

の
推

進
、
及

び
優

良
都

市
農

地
の

保
全

も
図

る
。

2
2

,0
0

0
1
2

,0
4

2
生

産
緑

地
地

区
面

積
（
ｈ

ａ
）

2
4

0
h

a
2

0
3

h
a

Ａ

市
街

化
区

域
内

農
地

の
適

切
な

維
持

・
管

理
に

よ
り

、
新

鮮
な

農
産

物
が

市
内

直
売

所
に

安
定

的
に

供
給

さ
れ

て
い

る
。

目
標

に
掲

げ
る

面
積

に
は

届
か

な
い

が
、
補

助
金

の
目

的
は

果
た

さ
れ

て
い

る
。

3
1

➁
農

業
政

策
課

環
境

保
全

型
農

業
対

策
支

援
事

業
環

境
保

全
型

農
業

を
推

進
し

、
本

市
の

持
続

的
な

農
業

を
実

現
し

て
い

く
た

め
、
環

境
保

全
効

果
 の

高
い

農
業

生
産

を
実

践
し

て
い

る
農

業
者

団
体

に
対

し
て

交
付

金
を

交
付

す
る

。
4

,7
7

5
4

,3
9

9
環

境
保

全
効

果
の

高
い

農
業

へ
の

支
援

面
積

3
,7

0
3

a
3

,9
4

5
ａ

Ａ

目
標

値
（
前

年
度

実
績

）を
上

回
る

取
組

面
積

と
な

っ
た

こ
と

で
想

定
以

上
の

環
境

負
荷

低
減

効
果

を
発

揮
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
た

た
め

。

3
1

➁
農

業
政

策
課

農
業

先
端

技
術

導
入

支
援

事
業

農
業

者
が

ス
マ

ー
ト

農
業

等
の

先
端

技
術

を
効

果
的

に
導

入
・
活

用
で

き
る

よ
う

支
援

を
行

う
こ

と
で

、
農

業
に

お
け

る
労

働
力

不
足

の
解

消
や

生
産

性
の

向
上

、
環

境
負

荷
の

低
減

な
ど

を
図

る
。

5
0

0
0

導
入

支
援

の
件

数
１
件

0
件

―

事
業

活
用

に
つ

い
て

の
相

談
は

あ
っ

た
が

年
度

内
事

業
完

了
の

見
通

し
が

立
た

な
か

っ
た

た
め

、
本

年
度

中
で

の
事

業
は

行
わ

れ
ず

、
「
評

価
な

し
」
と

し
た

。

3
1

➁
農

業
政

策
課

静
岡

市
グ

リ
ー

ン
農

業
支

援
事

業
補

助
金

化
学

農
薬

、
化

学
肥

料
、
温

室
効

果
ガ

ス
を

減
ら

し
た

栽
培

方
法

や
有

機
農

業
等

に
取

り
組

む
農

業
者

を
支

援
す

る
こ

と
で

、
市

内
農

業
の

環
境

負
荷

の
低

減
を

図
る

。
3

,0
0

0
0

補
助

件
数

８
件

0
件

―

事
業

活
用

に
つ

い
て

の
相

談
は

あ
っ

た
が

年
度

内
事

業
完

了
の

見
通

し
が

立
た

な
か

っ
た

た
め

、
本

年
度

中
で

の
事

業
は

行
わ

れ
ず

、
「
評

価
な

し
」
と

し
た

。

3
1

③
中

山
間

地
振

興
課

野
生

鳥
獣

被
害

対
策

事
業

野
生

鳥
獣

に
よ

る
被

害
か

ら
農

林
産

物
を

守
り

、
農

林
業

経
営

を
維

持
し

て
い

く
た

め
、
防

除
資

材
購

入
の

補
助

、
緩

衝
地

帯
の

整
備

、
有

害
鳥

獣
捕

獲
、
地

域
ぐ

る
み

で
対

策
を

講
じ

る
た

め
の

勉
強

会
等

を
実

施
す

る
。

1
3

0
,0

0
6

1
1
4

,7
8

4
オ

ク
シ

ズ
地

域
に

お
け

る
防

除
面

積
5

h
a

1
1
.1

3
h

a
Ｓ

制
度

の
改

正
や

事
業

の
周

知
等

に
よ

り
、
目

標
を

上
回

る
防

除
の

支
援

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

3
2

①
農

業
政

策
課

静
岡

市
が

ん
ば

る
新

農
業

人
支

援
事

業

新
規

就
農

を
す

る
た

め
の

研
修

体
制

を
創

出
す

る
た

め
の

経
費

と
し

て
、
5

0
歳

以
上

6
4

歳
未

満
の

研
修

生
１
名

あ
た

り
5

0
0

千
円

／
年

の
補

助
金

を
事

業
主

体
で

あ
る

地
域

受
入

連
絡

会
に

交
付

す
る

。

5
0

0
0

認
定

新
規

就
農

者
数

（
経

営
体

数
）

３
０

経
営

体
2

1
経

営
体

―

地
域

受
入

連
絡

会
の

当
該

事
業

が
対

象
と

す
る

層
の

受
け

入
れ

予
定

が
無

か
っ

た
た

め
、
事

業
を

実
施

し
な

か
っ

た
。

3
2

①
中

山
間

地
振

興
課

地
域

お
こ

し
協

力
隊

事
業

総
務

省
の

地
域

お
こ

し
協

力
隊

事
業

を
導

入
し

、
地

域
産

物
の

ブ
ラ

ン
ド

化
の

推
進

や
、
誘

客
の

増
を

図
る

と
と

も
に

、
地

域
お

こ
し

協
力

隊
の

定
住

を
図

り
、
人

口
減

対
策

と
す

る
。

2
9

,3
7

8
1
0

,8
3

9

制
度

開
始

時
か

ら
現

在
ま

で
の

、
地

域
お

こ
し

協
力

隊
の

任
期

満
了

後
の

定
着

率

8
3

%
8

3
%

Ａ

任
期

満
了

と
な

る
隊

員
６

人
の

う
ち

５
人

が
、
市

内
に

定
住

し
定

着
す

る
こ

と
に

な
っ

た
こ

と
で

、
目

標
を

達
成

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

3
2

①
障

害
福

祉
企

画
課

「
農

・
福

 連
携

」
の

推
進

事
務

市
内

の
認

定
農

業
者

に
対

し
て

農
福

連
携

の
周

知
を

行
う

と
と

も
に

、
就

労
系

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
に

対
し

農
福

連
携

の
周

知
及

び
意

向
調

査
を

行
い

、
両

者
の

相
互

理
解

を
深

め
る

情
報

提
供

を
実

施
す

る
。

0
0

就
労

サ
ー

ビ
ス

系
事

業
所

へ
の

情
報

提
供

等

労
サ

ー
ビ

ス
系

事
業

所
へ

の
情

報
提

供
と

意
向

調
査

の
実

施
実

施
Ａ

認
定

農
業

者
及

び
静

岡
市

自
立

支
援

協
議

会
就

労
支

援
部

会
に

て
、
農

福
連

携
の

周
知

を
実

施
。

3
2

➁
農

業
政

策
課

お
茶

の
美

味
し

い
入

れ
方

教
室

小
学

校
に

お
け

る
総

合
的

学
習

の
時

間
を

利
用

し
、
お

茶
の

入
れ

方
を

学
ぶ

こ
と

を
通

じ
て

お
茶

に
対

す
る

味
覚

を
育

み
、
お

茶
を

中
心

と
し

た
食

育
を

図
る

と
と

も
に

、
本

市
基

幹
産

物
で

あ
る

お
茶

の
啓

蒙
・
消

費
促

進
を

図
る

。

3
,9

0
2

2
,7

8
2

実
施

校
数

6
6

校
6

6
校

Ａ
本

事
業

を
希

望
す

る
全

学
校

に
対

し
、
滞

り
な

く
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。
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（
２

）
事

業
名

（
３

）
事

業
内

容
（
１
）
所

管
課

【
R

5
】

決
算

額
（
千

円
）

Ｒ
５

　
実

績
値

指
標

名

（
5

）
成

果
指

標

施
策

の
方

向
具

体
的

な
施

策

基
本

方
針

基
本

計
画

【
R

5
当

初
】

予
算

額
（
千

円
）

Ｒ
５

　
目

標
値

（
4

）
予

算
・
決

算
額

（
6

）
評

価

評
価

評
価

理
由

3
2

③
中

山
間

地
振

興
課

オ
ク

シ
ズ

ス
ポ

ー
ツ

ツ
ー

リ
ズ

ム
促

進
事

業

ス
ポ

ー
ツ

を
切

り
口

と
し

て
オ

ク
シ

ズ
へ

と
都

市
住

民
を

誘
導

し
、

交
流

人
口

を
増

加
さ

せ
、
オ

ク
シ

ズ
地

域
の

農
林

水
産

物
な

ど
の

魅
力

を
広

く
知

っ
て

も
ら

う
た

め
、
ス

ポ
ー

ツ
に

よ
る

地
域

活
性

化
事

業
を

行
う

団
体

に
対

し
て

補
助

金
を

交
付

す
る

。

3
,0

0
0

1
,8

8
4

参
加

者
数

5
0

0
人

3
1
3

人
Ｃ

一
部

の
団

体
で

林
道

の
災

害
復

旧
の

遅
れ

か
ら

大
会

を
小

規
模

開
催

と
し

た
こ

と
か

ら
、
目

標
の

人
数

を
達

成
で

き
な

か
っ

た
が

、
地

域
外

の
参

加
者

に
対

し
、
オ

ク
シ

ズ
の

農
林

水
産

物
等

の
魅

力
を

発
信

で
き

た
。

3
2

③
国

際
交

流
課

訪
日

教
育

旅
行

誘
致

促
進

事
業

静
岡

な
ら

で
は

の
自

然
や

地
域

資
源

を
活

か
し

た
体

験
型

観
光

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

発
信

し
国

外
か

ら
教

育
旅

行
を

誘
致

す
る

こ
と

で
、
観

光
交

流
客

数
及

び
宿

泊
客

数
の

増
加

と
地

域
活

性
化

を
図

る
。

6
0

9
5

0
3

訪
日

教
育

旅
行

受
入

校
数

1
2

校
2

8
校

Ｓ

積
極

的
に

市
内

学
校

へ
呼

び
か

け
を

行
い

、
対

面
に

よ
る

学
校

交
流

2
8

件
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

3
2

③
観

光
政

策
課

静
岡

型
体

験
観

光
推

進
事

業

静
岡

な
ら

で
は

の
自

然
や

地
域

資
源

を
活

か
し

た
体

験
型

観
光

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

造
成

及
び

、
小

中
学

校
等

の
教

育
旅

行
誘

致
に

向
け

た
企

画
、
誘

客
活

動
、
受

入
を

推
進

し
、
観

光
誘

客
と

交
流

促
進

を
図

る
。

5
,7

2
9

4
,4

6
2

し
ず

お
か

体
験

教
育

旅
行

会
員

施
設

利
用

者
数

5
0

,0
0

0
人

4
1
,4

5
2

人
Ａ

令
和

５
年

度
の

実
績

4
1
,4

5
2

名
は

、
目

標
値

に
対

し
て

8
2

.9
％

で
Ｂ

評
価

相
当

で
あ

る
が

、
東

海
大

学
博

物
館

の
一

般
公

開
が

終
了

す
る

な
ど

、
受

け
皿

が
減

少
す

る
中

で
の

実
績

で
あ

る
こ

と
を

考
慮

し
、
Ａ

評
価

と
し

た
。

3
2

③
中

山
間

地
振

興
課

中
山

間
地

移
住

促
進

事
業

（
の

内
、
オ

ク
シ

ズ
農

林
漁

家
民

宿
開

業
準

備
事

業
）

オ
ク

シ
ズ

を
P

R
す

る
こ

と
に

よ
り

、
オ

ク
シ

ズ
の

住
民

と
都

市
住

民
と

の
交

流
人

口
を

増
加

さ
せ

、
オ

ク
シ

ズ
の

知
名

度
の

向
上

及
び

活
性

化
を

図
る

た
め

、
農

林
漁

家
民

宿
の

開
業

に
対

し
て

支
援

す
る

。
4

0
0

0
空

き
家

情
報

バ
ン

ク
経

由
で

の
移

住
世

帯
件

数
1
2

件
1
3

件
Ａ

移
住

世
帯

件
数

は
、
積

極
的

な
情

報
発

信
を

行
っ

た
結

果
、
目

標
を

上
回

る
利

用
件

数
と

な
っ

た
も

の
の

、
大

幅
な

移
住

者
増

に
は

至
っ

て
い

な
い

た
め

Ａ
評

価
と

し
た

。
(
オ

ク
シ

ズ
農

林
漁

家
民

宿
開

業
準

備
事

業
補

助
金

交
付

実
績

は
な

し
）

3
2

③
農

業
政

策
課

蒲
原

畑
総

区
域

内
公

共
用

地
活

用
事

業

ア
グ

リ
チ

ャ
レ

ン
ジ

パ
ー

ク
蒲

原
（
新

規
就

農
者

向
け

研
修

ほ
場

及
び

農
業

体
験

広
場

）を
活

用
し

、
新

規
就

農
者

の
育

成
や

市
民

に
対

す
る

農
業

の
啓

発
を

行
う

。
ま

た
、
イ

ベ
ン

ト
を

通
じ

て
蒲

原
地

区
の

魅
力

向
上

と
情

報
発

信
を

積
極

的
に

進
め

る
。

5
,1

8
0

3
,8

4
1

新
規

就
農

者
の

養
成

研
修

（
年

間
）

3
0

回
3

0
回

Ａ

研
修

は
、
栽

培
講

習
、
経

営
講

習
を

中
心

に
年

3
0

回
を

計
画

的
に

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

3
2

③
中

山
間

地
振

興
課

オ
ク

シ
ズ

元
気

ビ
ジ

ネ
ス

支
援

事
業

中
山

間
地

域
の

活
性

化
を

促
し

、
集

落
の

維
持

を
図

る
た

め
、
地

域
の

産
業

、
自

然
、
文

化
な

ど
の

資
源

を
活

用
し

た
「
新

た
な

ビ
ジ

ネ
ス

」
の

実
施

及
び

準
備

に
か

か
る

経
費

の
一

部
を

助
成

す
る

。
1
0

,0
0

0
4

,4
4

0
事

業
化

件
数

３
件

３
件

Ａ

新
メ

ニ
ュ

ー
や

土
産

品
の

開
発

、
民

宿
開

業
に

対
す

る
３

件
の

支
援

を
行

う
こ

と
で

、
地

域
へ

の
誘

客
に

繋
げ

る
こ

と
が

で
き

た
。

3
2

③
農

業
政

策
課

静
岡

市
献

上
茶

謹
製

事
業

県
の

無
形

民
俗

文
化

財
に

指
定

さ
れ

て
い

る
「
手

揉
製

茶
技

術
」
を

用
い

て
謹

製
し

た
お

茶
を

宮
内

庁
へ

献
上

す
る

こ
と

に
よ

り
、
当

該
技

術
や

手
揉

茶
、
「お

茶
の

ま
ち

静
岡

市
」を

Ｐ
Ｒ

し
、
茶

文
化

の
継

承
を

図
る

。

3
,6

9
4

2
,2

8
3

献
上

茶
謹

製
事

業
の

確
実

な
実

施
実

施
実

施
Ａ

献
上

茶
謹

製
式

典
、
宮

内
庁

送
達

、
県

知
事

訪
問

の
全

て
の

事
業

を
実

施
し

、
手

揉
製

茶
技

術
や

手
揉

茶
、
「お

茶
の

ま
ち

静
岡

市
」を

Ｐ
Ｒ

で
き

た
。

3
2

③
農

業
政

策
課

「
お

茶
の

ま
ち

静
岡

市
」ラ

ッ
ピ

ン
グ

タ
ク

シ
ー

事
業

「
お

茶
の

ま
ち

静
岡

市
」ラ

ッ
ピ

ン
グ

タ
ク

シ
ー

導
入

に
よ

り
、
「お

茶
の

ま
ち

静
岡

市
」
の

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
を

強
化

す
る

と
と

も
に

、
タ

ク
シ

ー
乗

務
員

に
対

し
て

質
の

高
い

「お
も

て
な

し
」
の

講
習

会
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、
官

民
が

連
携

し
て

「
観

光
誘

客
」
、
「
交

流
人

口
」
の

増
加

を
図

る
。

6
,2

5
7

9
,9

4
0

ラ
ッ

ピ
ン

グ
タ

ク
シ

ー
導

入
台

数
７

台
７

台
Ａ

当
初

の
計

画
ど

お
り

、
７

台
の

タ
ク

シ
ー

へ
「
お

茶
の

ま
ち

静
岡

市
」
の

ラ
ッ

ピ
ン

グ
を

実
施

し
た

た
め

。
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第
２

次
静

岡
市

農
業

振
興

計
画

 実
施

計
画

●
令

和
６

年
度

重
点

事
業

は
赤

字
、
令

和
７

年
度

新
規

・
拡

充
取

組
予

定
事

業
は

青
字

、
再

掲
は

緑
字

、
（
）
は

令
和

６
年

度
当

初
予

算
。

①
静

岡
市

ブ
ラ

ン
ド

の
確

立
・
支

援

②
環

境
に

配
慮

し
た

農
業

の
拡

大

③
食

の
安

全
・
安

心
の

推
進

①
脱

炭
素

社
会

を
意

識
し

た
情

報
発

信

②
消

費
者

目
線

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
も

の
づ

く
り

③
伝

統
作

物
や

特
産

物
な

ど
を

活
用

し
た

食
文

化
の

伝
承

①
地

産
地

消
の

推
進

に
よ

る
消

費
拡

大

②
他

産
業

と
の

連
携

に
よ

る
新

た
な

需
要

の
開

拓
・
支

援

③
海

外
マ

ー
ケ

ッ
ト

の
開

拓
・
支

援

①
ビ

ジ
ネ

ス
感

覚
を

持
っ

た
持

続
的

で
強

い
経

営
体

の
育

成

②
新

た
な

担
い

手
を

確
保

・
育

成
、
支

援
を

行
う

環
境

の
整

備

③
産

地
を

支
え

る
多

様
な

担
い

手
の

創
出

①
意

欲
あ

る
担

い
手

等
へ

の
農

地
集

積
の

促
進

②
優

良
農

地
の

適
正

管
理

の
推

進

③
生

産
基

盤
整

備
の

推
進

と
維

持
管

理

①
環

境
負

荷
低

減
に

資
す

る
取

組
へ

の
支

援

②
官

・
民

・
学

と
の

連
携

に
よ

る
生

産
体

制
の

確
立

③
先

端
技

術
等

を
活

用
し

た
施

設
・
機

械
の

整
備

①
農

地
や

農
村

環
境

保
全

の
推

進

②
持

続
可

能
な

環
境

保
全

型
農

業
の

推
進

③
有

害
鳥

獣
対

策
の

推
進

①
地

域
づ

く
り

に
つ

な
が

る
人

材
の

育
成

・
支

援

②
産

地
づ

く
り

の
強

化

③
地

域
資

源
を

活
か

し
た

観
光

・
交

流
の

推
進

n○
オ

ク
シ

ズ
ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ

ズ
ム

促
進

事
業

（
3

,0
0

0
千

円
）
　

〇
訪

日
教

育
旅

行
誘

致
促

進
事

業
（
3

0
9

千
円

）
　

○
静

岡
型

体
験

観
光

推
進

事
業

補
助

金
（
3

,9
2

9
千

円
）
　

〇
中

山
間

地
移

住
促

進
事

業
（
4

0
0

千
円

）
　

○
蒲

原
畑

総
区

域
内

公
共

用
地

活
用

事
業

（
5

,6
8

0
千

円
）

○
オ

ク
シ

ズ
元

気
ビ

ジ
ネ

ス
支

援
事

業
（
1
0

,0
0

0
千

円
）
　

〇
静

岡
市

わ
さ

び
振

興
方

針
推

進
事

業
（
2

,6
8

0
千

円
）
【
拡

充
】
　

〇
「
お

茶
の

ま
ち

静
岡

市
」
ラ

ッ
ピ

ン
グ

タ
ク

シ
ー

事
業

（
3

,9
0

6
千

円
）
　

〇
オ

ク
シ

ズ
の

食
と

農
の

魅
力

向
上

事
業

（
5

,6
0

0
千

円
）
【
新

規
】

Ⅲ

[ 地 域 力 ]

地 域 資 源 の 保 全 と 活 用 に よ る 農 山 村 づ く り

1
農

山
村

の
多

面
的

機
能

の
維

持

○
多

面
的

機
能

支
払

交
付

金
事

業
（
4

1
,1

9
7

千
円

）
　

○
い

き
い

き
都

市
農

業
推

進
事

業
（
1
8

,5
0

0
千

円
）

○
環

境
保

全
型

農
業

対
策

支
援

事
業

（
4

,6
5

5
千

円
）
　

〇
農

業
先

端
技

術
導

入
支

援
事

業
（
1
,0

0
0

千
円

）
　

〇
静

岡
市

グ
リ

ー
ン

農
業

支
援

事
業

補
助

金
（
3

,0
0

0
千

円
）
　

〇
有

機
農

業
推

進
事

業
（
1

5
,1

5
1
千

円
）
【
新

規
】

○
野

生
鳥

獣
被

害
対

策
事

業
（
1

2
7

,6
4

2
千

円
）

2
人

々
の

交
流

に
よ

る
農

山
村

の
発

展

〇
地

域
お

こ
し

協
力

隊
事

業
（
3

1
,4

2
6

千
円

）
　

〇
「
農

・
福

 連
携

」
の

推
進

事
業

（
－

千
円

）
　

〇
オ

ク
シ

ズ
の

食
と

農
の

魅
力

向
上

事
業

（
5

,6
0

0
千

円
）
【
新

規
】

新
技

術
の

導
入

や
関

係
機

関
と

の
連

携
に

よ
る

多
彩

な
作

物
づ

く
り

○
環

境
保

全
型

農
業

対
策

支
援

事
業

（
4

,6
5

5
千

円
）
　

〇
農

業
先

端
技

術
導

入
支

援
事

業
（
1
,0

0
0

千
円

）
　

〇
静

岡
市

グ
リ

ー
ン

農
業

支
援

事
業

補
助

金
事

業
（
3

,0
0

0
千

円
）
　

〇
い

き
い

き
都

市
農

業
推

進
事

業
補

助
金

（
1

8
,5

0
0

千
円

）
〇

有
機

農
業

推
進

事
業

（
1
5

,1
5

1
千

円
）
【
新

規
】

○
静

岡
県

果
樹

研
究

セ
ン

タ
ー

誘
致

事
業

（
1

,2
0

0
千

円
）
　

〇
有

機
農

業
推

進
事

業
（
1
5

,1
5

1
千

円
）
【
新

規
】

○
静

岡
県

食
肉

セ
ン

タ
ー

再
編

整
備

事
業

負
担

金
（
5

,4
7

6
千

円
）

○
お

茶
の

美
味

し
い

入
れ

方
教

室
（
3

,4
7

5
千

円
）
　

　
〇

静
岡

市
わ

さ
び

振
興

方
針

推
進

事
業

（
2

,6
8

0
千

円
）
【
拡

充
】
　

〇
や

ろ
う

よ
静

岡
農

業
定

着
支

援
事

業
（
1

0
,0

0
0

千
円

）
【
新

規
】

○
農

水
産

物
消

費
拡

大
促

進
事

業
（
1
,8

9
0

千
円

）
　

○
学

校
給

食
に

お
け

る
地

場
産

物
の

活
用

（
全

体
の

一
部

）
　

○
農

業
ま

つ
り

・
畜

産
ま

つ
り

開
催

補
助

金
（
9

1
0

千
円

）
  

○
食

育
普

及
啓

発
推

進
事

業
（
8

0
4

千
円

）
○

い
き

い
き

都
市

農
業

推
進

事
業

（
1
8

,5
0

0
千

円
）
　

○
生

涯
学

習
施

設
に

お
け

る
講

座
の

実
施

（
指

定
管

理
料

の
一

部
）
　

〇
駿

河
区

収
穫

祭
（
区

の
魅

力
づ

く
り

事
業

）
（
7

5
4

千
円

）
  

  
〇

茶
販

路
拡

張
事

業
（
3

,0
0

0
千

円
）

○
「
お

茶
の

ま
ち

静
岡

市
」
ラ

ッ
ピ

ン
グ

タ
ク

シ
ー

事
業

（
3

,9
0

6
千

円
）
　

〇
健

康
・
食

品
産

業
推

進
事

業
（
2

,0
0

0
千

円
）
　

○
オ

ク
シ

ズ
元

気
ビ

ジ
ネ

ス
支

援
事

業
（
1
0

,0
0

0
千

円
）

○
中

小
企

業
海

外
展

開
支

援
事

業
（
7

,9
0

0
千

円
）
　

〇
輸

出
拡

大
支

援
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
構

築
事

業
（
2

6
,6

0
0

千
円

）
【
新

規
】
　

〇
お

茶
の

輸
出

拡
大

支
援

事
業

（
8

,4
0

0
千

円
）
【
拡

充
】

Ⅱ

[ 産 地 力 ]

生 産 技 術 の 高 度 化 ・ 効 率 化 に よ る 生 産 基 盤 と 産 地 を 担 う 人 づ く り

1

意
欲

あ
る

多
様

な
担

い
手

の
確

保
・

育
成

・
支

援

○
認

定
農

業
者

・
新

規
就

農
者

育
成

支
援

事
業

補
助

金
（
2

5
,0

0
0

千
円

）
　

○
静

岡
市

農
業

経
営

収
入

保
険

制
度

加
入

事
業

補
助

金
（
4

,3
7

2
千

円
）
　

〇
経

営
継

承
・
発

展
等

支
援

事
業

（
6

,0
0

0
千

円
）
　

○
農

地
利

用
効

率
化

等
支

援
交

付
金

（
6

,0
0

0
千

円
）

○
い

き
い

き
都

市
農

業
推

進
事

業
補

助
金

（
1
8

,5
0

0
千

円
）
　

〇
農

業
用

機
械

継
承

支
援

事
業

（
6

4
0

千
円

）
　

○
経

営
改

善
支

援
事

業
（
1
,2

4
5

千
円

）
　

○
多

様
な

担
い

手
育

成
支

援
事

業
（
4

,8
0

0
千

円
）
　

○
農

業
経

営
講

座
（
2

8
0

千
円

）
○

農
業

近
代

化
資

金
利

子
補

助
金

（
1
,5

7
1

千
円

）
　

○
農

業
共

済
組

合
負

担
金

（
1
0

,1
9

9
千

円
）

○
認

定
農

業
者

・
新

規
就

農
者

育
成

支
援

事
業

補
助

金
（
2

5
,0

0
0

千
円

）
　

○
新

規
就

農
者

育
成

総
合

対
策

事
業

（
4

4
,2

5
0

千
円

）
　

○
農

業
次

世
代

人
材

育
成

投
資

事
業

（
経

営
開

始
型

）
（
1

1
,2

5
0

千
円

）
　

○
経

営
継

承
・
発

展
等

支
援

事
業

（
6

,0
0

0
千

円
）

○
い

き
い

き
都

市
農

業
推

進
事

業
補

助
金

（
1
8

,5
0

0
千

円
）
　

〇
蒲

原
畑

総
区

域
内

公
共

用
地

活
用

事
業

（
5

,6
8

0
千

円
）
　

○
静

岡
市

農
業

経
営

収
入

保
険

制
度

加
入

事
業

補
助

金
（
4

,3
7

2
千

円
）
　

〇
農

業
用

機
械

継
承

支
援

事
業

（
6

4
0

千
円

）
○

多
様

な
担

い
手

育
成

支
援

事
業

（
4

,8
0

0
千

円
）
　

○
農

業
経

営
講

座
　

（
2

8
0

千
円

）
　

〇
や

ろ
う

よ
静

岡
農

業
定

着
支

援
事

業
（
1

0
,0

0
0

千
円

）
【
新

規
】
　
○

新
規

就
農

者
育

成
に

向
け

た
取

組
【
新

規
】

○
蒲

原
畑

総
区

域
内

公
共

用
地

活
用

事
業

（
5

,6
8

0
千

円
）
　

○
農

業
経

営
講

座
（
2

8
0

千
円

）
　

〇
経

営
継

承
・
発

展
等

支
援

事
業

（
6

,0
0

0
千

円
）
　

〇
農

業
用

機
械

継
承

支
援

事
業

（
6

4
0

千
円

）
　

○
多

様
な

担
い

手
育

成
支

援
事

業
（
4

,8
0

0
千

円
）

地
産

地
消

か
ら

始
ま

り
国

内
外

の
消

費
を

見
込

ん
だ

新
規

市
場

の
開

拓

優
良

農
地

の
確

保
と

利
用

推
進

○
地

域
計

画
策

定
推

進
緊

急
対

策
事

業
（
6

0
4

千
円

）
　

○
農

地
中

間
管

理
事

業
（
1
,7

4
5

千
円

）
　

○
荒

廃
農

地
再

生
・
集

積
促

進
事

業
（
6

,6
0

0
千

円
）
　

○
茶

園
集

積
推

進
事

業
（
9

5
5

千
円

）
　

○
県

営
土

地
改

良
事

業
負

担
金

（
1
2

2
,7

9
0

千
円

）
○

農
地

の
集

約
化

を
促

進
す

る
取

組
【
新

規
】

○
農

地
中

間
管

理
事

業
（
1
,7

4
5

千
円

）
　

○
農

地
利

用
状

況
・
利

用
意

向
調

査
（
2

,0
0

0
千

円
）
　

○
農

業
振

興
地

域
整

備
計

画
の

管
理

事
務

（
8

8
9

千
円

）
　

○
生

産
緑

地
制

度
の

運
用

（
7

,6
0

0
千

円
）
　

〇
荒

廃
農

地
再

生
・
集

積
促

進
事

業
（
6

,6
0

0
千

円
）

○
農

道
等

新
設

改
良

事
業

（
1

0
0

,7
0

0
千

円
）
　

○
茶

産
地

総
合

対
策

事
業

（
2

4
,8

0
0

千
円

）
　

○
茶

園
集

積
推

進
事

業
（
9

5
5

千
円

）
　

○
県

営
土

地
改

良
事

業
負

担
金

（
1
2

2
,7

9
0

千
円

）
　

○
多

面
的

機
能

支
払

交
付

金
事

業
（
4

1
,1

9
7

千
円

）

3

○
農

業
経

営
講

座
（
2

8
0

千
円

）
　

〇
農

業
先

端
技

術
導

入
支

援
事

業
（
1
,0

0
0

千
円

）
　

〇
静

岡
市

わ
さ

び
振

興
方

針
推

進
事

業
（
2

,6
8

0
千

円
）
【
拡

充
】
　

〇
「
静

岡
水

わ
さ

び
の

伝
統

栽
培

」
世

界
農

業
遺

産
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

事
業

（
2

7
3

千
円

）
〇

「
お

茶
の

ま
ち

静
岡

市
」
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

事
業

（
7

,7
1

3
千

円
）
　

〇
静

岡
市

グ
リ

ー
ン

農
業

支
援

事
業

補
助

金
（
3

,0
0

0
千

円
）
　

〇
地

域
産

業
振

興
ブ

ラ
ン

ド
認

証
事

業
（
3

,0
2

8
千

円
）
　

　
〇

ふ
る

さ
と

寄
付

金
受

入
推

進
事

業
（
1
,2

5
0

,0
0

0
千

円
）

〇
お

茶
の

日
記

念
事

業
（
1
,2

3
1

千
円

）
　

〇
「
お

茶
の

ま
ち

静
岡

市
」
推

進
事

業
（
9

2
4

千
円

）

○
ふ

る
さ

と
農

力
チ

ャ
レ

ン
ジ

事
業

（
2

,0
0

0
千

円
）
　

　
○

環
境

保
全

型
農

業
対

策
支

援
事

業
（
4

,6
5

5
千

円
）
　

　
〇

静
岡

市
グ

リ
ー

ン
農

業
支

援
事

業
補

助
金

（
3

,0
0

0
千

円
）
　

〇
有

機
農

業
推

進
事

業
（
1
5

,1
5

1
千

円
）
【
新

規
】
【
拡

充
】

○
環

境
保

全
型

農
業

対
策

支
援

事
業

（
4

,6
5

5
千

円
）
　

○
家

畜
伝

染
病

予
防

対
策

（
1
,8

5
0

千
円

）
　

○
静

岡
県

食
肉

セ
ン

タ
ー

再
編

整
備

事
業

負
担

金
（
5

,4
7

6
千

円
）
　

〇
静

岡
市

グ
リ

ー
ン

農
業

支
援

事
業

補
助

金
（
3

,0
0

0
千

円
）

〇
蒲

原
畑

総
区

域
内

公
共

用
地

活
用

事
業

（
5

,6
8

0
千

円
）

2

消
費

者
に

伝
え

る
「
機

会
」
と

つ
な

が
る

「
場

」
の

創
出

○
農

水
産

物
消

費
拡

大
促

進
事

業
（
1
,8

9
0

千
円

）
　

〇
静

岡
市

お
茶

の
学

校
（
3

5
7

千
円

）
　

〇
静

岡
市

グ
リ

ー
ン

農
業

支
援

事
業

補
助

金
（
3

,0
0

0
千

円
）
　

〇
有

機
農

業
推

進
事

業
（
1
5

,1
5

1
千

円
）
【
新

規
】

〇
静

岡
市

グ
リ

ー
ン

農
業

支
援

事
業

補
助

金
（
3

,0
0

0
千

円
）
　

○
い

き
い

き
都

市
農

業
推

進
事

業
補

助
金

（
1
8

,5
0

0
千

円
）
　

○
多

様
な

担
い

手
育

成
支

援
事

業
（
4

,8
0

0
千

円
）

○
静

岡
市

お
茶

の
学

校
（
3

5
7

千
円

）
　

　
○

お
茶

の
美

味
し

い
入

れ
方

教
室

（
3

,4
7

5
千

円
）
　

〇
静

岡
市

わ
さ

び
振

興
方

針
推

進
事

業
（
2

,6
8

0
千

円
）
【
拡

充
】
　

〇
「
静

岡
水

わ
さ

び
の

伝
統

栽
培

」
世

界
農

業
遺

産
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

事
業

（
2

7
3

千
円

）

生
産

者
と

消
費

者
が

誇
り

に
思

う
モ

ノ
づ

く
り

の
推

進

み ん な で つ な が る し ず お か 農 業 　 ～ 経 済 と 環 境 が 調 和 し た 魅 力 あ る 農 業 ～

環 境 負 荷 低 減 と 生 産 性 向 上 が 両 立 し た 持 続 可 能 な 農 と 食 の 地 域 循 環 シ ス テ ム の 構 築

Ⅰ

[ 提 案 力 ]

農 産 物 の 価 値 を 共 有 す る 仕 組 み づ く り

1 3 2

基
本

計
画

（
令

和
５

年
度

～
1
2

年
度

）

【
８

年
間

】
前

期
実

施
計

画
（
令

和
５

年
度

か
ら

８
年

度
ま

で
の

４
年

間
）

基
本

構
想

登
載

事
業

将
来

像
2

0
3

0
年

の
目

指
す

姿
基

本
方

針
施

策
の

方
向

具
体

的
な

施
策

【
資
料
３
－
１

】
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第
２

次
静

岡
市

農
業

振
興

計
画

実
施

計
画

の
令

和
６

年
度

重
点

事
業

【
資

料
３

－
２

】

国
県

等
市

1
1

①

1
2

③

3
2

➁
3

2
③

1
1

➁

1
2

①

2
3

①

2
3

➁

3
1

➁

3
1

3
③

農
業

政
策

課
輸

出
拡

大
支

援
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
構

築
事

業
【
新

規
】

輸
出

拡
大

を
図

る
た

め
、
海

外
拠

点
（プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
）を

構
築

し
、
商

談
成

立
に

向
け

た
支

援
を

実
施

す
る

。

１
　
商

談
会

の
開

催
　
・５

市
２

町
で

輸
出

に
取

り
組

む
国

を
決

定
し

、
商

　
　
談

会
の

開
催

２
　
営

業
窓

口
の

設
置

　
・
現

地
に

拠
点

を
設

け
、
営

業
代

行
の

実
施

　
・
商

談
成

立
後

の
契

約
・
納

品
ま

で
の

サ
ポ

ー
ト

　
　
の

実
施

３
　
営

業
ツ

ー
ル

の
制

作
　
・
営

業
用

の
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
ペ

ー
ジ

等
の

作
成

2
6

,6
0

0
0

0
2

6
,6

0
0

4
1

3
③

農
業

政
策

課
お

茶
の

輸
出

拡
大

支
援

事
業

【
拡

充
】

茶
の

輸
出

拡
大

を
図

る
た

め
、
現

地
エ

ー
ジ

ェ
ン

ト
に

よ
る

営
業

代
行

及
び

フ
ォ

ー
ロ

ー
ア

ッ
プ

を
実

施
す

る
。

１
　
営

業
窓

口
の

設
置

　
・
現

地
に

拠
点

を
設

け
、
営

業
代

行
の

実
施

２
　
営

業
ツ

ー
ル

の
制

作
　
・
営

業
用

の
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
ペ

ー
ジ

等
の

作
成

8
,4

0
0

0
0

8
,4

0
0

2
1

➁

3
2

➁

6
3

1
③

中
山

間
地

振
興

課
野

生
鳥

獣
被

害
対

策
事

業
【
継

続
】

農
林

業
経

営
の

維
持

の
た

め
、
野

生
鳥

獣
に

よ
る

農
林

産
物

へ
の

被
害

を
防

ぐ
対

策
に

要
す

る
費

用
を

支
援

す
る

。

1
　
野

生
鳥

獣
被

害
防

除
事

業
２

　
有

害
鳥

獣
捕

獲
に

対
す

る
支

援
３

　
野

生
動

物
被

害
対

策
研

究
協

議
会

へ
の

助
成

4
　
有

害
鳥

獣
被

害
防

除
活

動
へ

の
支

援
5

　
有

害
鳥

獣
被

害
対

策
地

区
協

議
会

へ
の

助
成

6
　
鳥

獣
被

害
対

策
緩

衝
地

帯
整

備
モ

デ
ル

事
業

1
2

7
,6

4
2

2
1
,0

8
5

1
0

,6
4

4
9

5
,9

1
3

3
2

①

3
2

③

財
源

N
o

（
５

）
予

算

2
,6

8
0

0
0

2
,6

8
0

（
３

）
事

業
内

容
基

本
方

針

1
農

業
政

策
課

（
１
）
所

管
課

【
R

６
当

初
】

予
算

額
（
千

円
）

（
４

）
事

業
概

要
施

策
の

方
向

具
体

的
な

施
策

基
本

計
画

（
２

）
事

業
名

静
岡

市
わ

さ
び

振
興

方
針

推
進

事
業

【
拡

充
】

本
市

の
重

要
な

農
産

物
で

あ
る

わ
さ

び
を

、
産

業
と

し
て

継
承

し
推

進
し

て
い

く
た

め
の

施
策

を
実

施
す

る
。

1
　
市

内
に

お
け

る
優

良
わ

さ
び

苗
の

生
産

等
　

　
の

支
援

２
　
市

内
産

わ
さ

び
の

P
R

5
,1

5
1

0
1
0

,0
0

0
1
5

,1
5

1

１
　
有

機
栽

培
へ

の
転

換
支

援
　
・
有

機
栽

培
の

技
術

及
び

制
度

の
知

識
習

得
に

　
　
対

す
る

支
援

２
　
資

源
循

環
シ

ス
テ

ム
の

構
築

　
・
市

内
資

源
を

活
用

し
た

有
機

栽
培

に
使

用
で

き
　

　
る

堆
肥

を
製

造
３

　
作

業
労

力
の

軽
減

　
・
学

術
機

関
と

の
連

携
に

よ
る

軽
労

力
化

に
向

け
　

　
た

実
地

試
験

の
実

施
４

　
高

価
格

・
安

定
的

販
売

環
境

の
整

備
　
・
学

校
給

食
に

お
け

る
有

機
農

産
物

利
用

の
調

整
　

　
及

び
関

係
者

と
連

携
し

た
新

規
販

売
ル

ー
ト

の
　

　
拡

大

1
0

,0
0

0
0

0
1
0

,0
0

0

1
　
J
A

の
作

物
部

会
等

に
対

す
る

支
援

　
・
新

規
就

農
希

望
者

を
研

修
生

と
し

て
受

け
入

れ
　

　
て

い
く

体
制

を
確

立
す

る
た

め
の

支
援

２
　
新

規
就

農
予

定
者

に
対

す
る

支
援

　
・
研

修
終

了
後

か
ら

農
業

経
営

を
開

始
す

る
ま

で
　

　
の

就
農

準
備

に
係

る
支

援

5
,6

0
0

0
0

5
,6

0
0

1
　
各

施
設

へ
の

起
業

人
の

派
遣

に
よ

る
支

援
、
改

善
　

　
策

の
検

討
２

　
特

産
品

を
活

か
し

た
新

商
品

開
発

や
料

理
教

室
等

　
　
の

イ
ベ

ン
ト

の
開

催
３

　
地

域
の

特
産

品
を

は
じ

め
と

し
た

「
食

」
の

P
R

や
　

　
情

報
発

信

2 5 7

農
業

政
策

課
新

規
就

農
者

の
定

着
に

向
け

た
研

修
生

を
受

入
れ

、
育

成
す

る
作

物
部

会
等

へ
の

支
援

を
実

施
す

る
。

や
ろ

う
よ

静
岡

農
業

定
着

支
援

事
業

【
新

規
】

A
B

C
ク

ッ
キ

ン
グ

ス
タ

ジ
オ

か
ら

は
け

ん
さ

れ
た

地
域

活
性

化
起

業
人

と
連

携
し

、
各

地
域

の
特

産
品

を
扱

う
加

工
販

売
所

等
の

事
業

継
続

に
向

け
た

取
組

や
、
新

商
品

開
発

、
特

産
品

P
R

の
支

援
を

行
う

。

オ
ク

シ
ズ

の
食

と
農

の
魅

力
向

上
事

業
【
新

規
】

中
山

間
地

振
興

課

農
業

政
策

課
有

機
農

業
推

進
事

業
【
新

規
】

環
境

負
荷

低
減

と
生

産
性

向
上

の
た

め
、
有

機
農

業
施

策
を

推
進

す
る

。
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令
和

７
年

度
の

取
組

予
定

に
つ

い
て

取
組

予
定

有
機

農
業

を
は

じ
め

と
す

る
環

境
負

荷
低

減
と

循
環

型
農

業
の

推
進

■
有

機
農

業
の

推
進

(1
)有

機
転

換
の

支
援

有
機

転
換

や
有

機
栽

培
の

普
及

を
図

る
た

め
、

先
駆

的
な

取
組

を
実

践
す

る
圃

場
を

公
開

し
、
活

用
す

る
。
ま

た
、
そ

こ
で

生
産

さ
れ

た
農

産
物

を
学

校
給

食
へ

供
給

す
る

。

(2
)有

機
茶

経
営

モ
デ

ル
の

構
築

技
術

指
導

、
栽

培
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
作

成
の

た
め

、
モ

デ
ル

圃
場

で
、
栽

培
実

証
、
生

産
コ

ス
ト

調
査

、
経

営
収

支
調

査
を

行
う

。

(3
)資

源
循

環
を

踏
ま

え
た

肥
料

の
開

発
残

渣
を

活
用

し
た

有
機

農
業

に
適

し
た

肥
料

の
開

発
と

利
用

指
針

の
作

成
を

行
う

。
ま

た
、
廃

棄
果

実
を

活
用

し
た

資
源

循
環

肥
料

の
試

作
を

行
う

。

(4
)高

価
格

・
安

定
販

売
環

境
の

整
備

販
路

の
拡

大
、
開

拓
に

向
け

た
、
生

産
側

と
流

通
、

小
売

事
業

者
等

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
や

、
理

解
促

進
等

の
た

め
、
オ

ー
ガ

ニ
ッ

ク
マ

ル
シ

ェ
を

開
催

す
る

。

意
欲

あ
る

担
い

手
へ

の
農

地
集

約
の

推
進

■
未

利
用

・
低

利
用

の
農

地
集

約
の

推
進

・
地

域
計

画
の

策
定

に
向

け
た

意
向

調
査

や
「
協

議
の

場
」
な

ど
を

通
じ

て
確

認
さ

れ
た

農
地

所
有

者
や

耕
作

者
の

意
向

に
基

づ
き

、
農

地
の

集
積

・
集

約
を

特
に

進
め

る
区

域
を

設
定

し
、
一

般
財

団
法

人
静

岡
市

土
地

等
利

活
用

推
進

公
社

（
※

）
と

の
連

携
に

よ
り

農
地

集
約

を
進

め
る

。
・

集
約

す
る

農
地

を
農

地
中

間
管

理
機

構
を

通
じ

て
売

却
ま

た
は

貸
付

し
た

農
地

所
有

者
や

耕
作

地
を

移
転

す
る

農
業

者
に

対
し

て
支

援
す

る
こ

と
で

、
認

定
農

業
者

や
農

業
法

人
な

ど
意

欲
あ

る
担

い
手

の
規

模
拡

大
に

繋
げ

て
い

く
。

（
※

）
公

社
に

つ
い

て
市

内
の

土
地

等
の

新
た

な
利

活
用

を
図

り
、
地

域
経

済
の

活
性

化
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
に

、
農

地
の

集
約

化
や

産
業

用
地

の
確

保
、
空

き
家

の
活

用
促

進
を

行
う

た
め

、
市

が
新

た
に

設
立

し
た

法
人

。
令

和
6

年
9

月
か

ら
業

務
を

開
始

。

新
た

な
新

規
就

農
者

育
成

シ
ス

テ
ム

の
構

築

■
「
儲

か
る

農
業

」
の

実
現

に
向

け
た

取
組

・
新

規
就

農
希

望
者

を
受

け
入

れ
、
生

産
や

経
営

に
関

す
る

研
修

を
実

施
し

、
就

農
に

至
る

ま
で

を
一

体
的

に
支

援
す

る
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

。
・

新
規

就
農

希
望

者
が

研
修

に
専

念
で

き
る

よ
う

研
修

環
境

を
整

備
し

、
研

修
期

間
中

の
生

活
を

支
援

す
る

ほ
か

、
就

農
に

向
け

基
盤

整
備

（
農

地
・
施

設
等

）
を

行
う

。

（
1
）
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
フ

ァ
ー

ム
の

創
設

新
規

就
農

希
望

者
自

ら
が

模
擬

的
な

経
営

を
行

い
な

が
ら

生
産

技
術

等
を

習
得

し
、
経

営
開

始
直

後
か

ら
「
儲

か
る

農
業

」
を

実
現

す
る

研
修

を
行

う
。

併
せ

て
研

修
期

間
中

の
生

活
や

、
就

農
地

や
施

設
等

の
経

営
基

盤
の

整
備

に
つ

い
て

も
支

援
す

る
。

（
2

）
法

人
の

研
修

生
受

け
入

れ
体

制
の

構
築

法
人

が
就

農
を

希
望

す
る

研
修

生
を

受
け

入
れ

、
自

社
の

借
り

受
け

た
農

地
で

研
修

を
実

施
す

る
。
研

修
期

間
中

の
生

活
や

経
営

基
盤

の
整

備
に

つ
い

て
も

支
援

す
る

。

方
向

性

①
生

産
者

、
販

売
業

者
な

ど
関

係
者

が
協

議
・
連

携
す

る
仕

組
み

や
生

産
の

推
進

体
制

が
不

十
分

。
②

高
価

格
・
安

定
的

に
取

引
さ

れ
る

販
路

が
十

分
に

確
保

さ
れ

て
い

な
い

。
③

有
機

農
業

は
、
一

般
の

栽
培

と
比

較
し

手
間

が
か

か
り

、
収

量
が

減
少

し
や

す
く

、
栽

培
指

針
や

経
営

デ
ー

タ
の

不
足

。

現
状

課
題

①
農

地
面

積
が

小
さ

く
、
点

在
し

て
い

る
こ

と
も

多
く

、
貸

借
や

売
買

の
調

整
に

も
時

間
を

要
す

る
こ

と
か

ら
、

担
い

手
に

農
地

の
集

積
・
集

約
が

進
ん

で
い

な
い

。
②

小
規

模
な

農
地

で
は

、
機

械
化

等
に

よ
る

生
産

性
の

向
上

が
難

し
く

、
収

益
増

加
に

つ
な

が
っ

て
い

な
い

。

①
既

存
の

農
業

で
は

十
分

な
収

入
が

得
ら

れ
ず

離
農

す
る

こ
と

や
就

農
意

欲
の

低
下

。
②

高
齢

化
や

後
継

者
が

い
な

い
こ

と
に

加
え

、
新

規
参

入
が

少
な

い
。

③
農

業
経

営
の

開
始

初
期

段
階

か
ら

「
儲

か
る

」
こ

と
が

で
き

る
新

規
就

農
希

望
者

向
け

の
シ

ス
テ

ム
化

さ
れ

た
研

修
ス

キ
ー

ム
が

な
い

。

【
資

料
４

】

令
和

7
年

度
は

、
市

農
業

の
課

題
で

あ
る

「環
境

負
荷

低
減

の
取

組
が

進
ん

で
い

な
い

、
農

業
所

得
が

低
い

こ
と

に
よ

る
就

農
意

欲
の

低
下

、
高

齢
化

等
に

よ
る

担
い

手
の

減
少

」
に

対
し

て
、
こ

れ
ま

で
の

取
組

に
加

え
、
「有

機
農

業
の

推
進

」、
「
農

地
の

有
効

活
用

」
、
「
新

規
就

農
者

の
育

成
」
の

取
組

を
よ

り
一

層
推

進
し

、
課

題
の

解
決

を
図

っ
て

い
く

。
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【参考１】

【出典】農林水産省ＨＰ



【
静

岡
市

内
産

を
意

識
す

る
割

合
】

令
和

6
年

度
静

岡
市

の
農

業
等

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
結

果
に

つ
い

て

（
1
）
調

査
概

要

本
市

農
業

（
「
農

産
物

」
、
「
就

農
」
、
「
環

境
」
等

）の
市

民
意

識
調

査
（
全

2
1
問

）
調

査
内

容

無
作

為
に

抽
出

さ
れ

た
1
8

歳
以

上
の

市
民

1
,0

0
0

人
調

査
対

象

調
査

票
は

郵
送

、
回

答
方

法
は

返
信

又
は

W
e

b
に

よ
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
調

査
方

法

令
和

６
年

７
月

２
日

か
ら

７
月

2
4

日
ま

で
調

査
期

間

４
０

０
件

（
回

収
率

：
4

0
.0

％
）

※
内

、
W

e
b

回
答

８
９

件
（
全

体
2

2
.2

％
）

回
収

件
数

（
2

）
農

産
物

に
つ

い
て

①
静

岡
市

の
農

産
物

に
つ

い
て

、
国

内
外

に
誇

れ
る

も
の

と
思

い
ま

す
か

。

（
3

）
就

農
に

つ
い

て

①
今

後
、
農

業
を

や
っ

て
み

た
い

と
思

い
ま

す
か

。

②
「
農

業
を

や
っ

て
み

た
い

と
思

わ
な

い
」
理

由
は

。

＜
集

計
結

果
＞

「
お

茶
」が

7
8

.5
％

と
最

も
高

く
、
「わ

さ
び

」7
1
.5

％
、

「
み

か
ん

」
4

8
.0

％
、
「
い

ち
ご

」
4

5
.8

％
。

全
体

で
は

、
6

1
.0

％
。

→
作

物
毎

の
順

位
に

変
動

は
無

く
、
全

体
は

横
ば

い
。

＜
今

後
の

取
組

＞

引
き

続
き

、
専

用
サ

イ
ト

な
ど

の
媒

体
や

催
し

等
を

通
じ

て
、
市

内
産

農
産

物
の

魅
力

を
広

く
周

知
し

て
い

く
。

＜
集

計
結

果
＞

「
い

ち
ご

」
が

2
9

.5
％

と
最

も
高

く
、
「お

茶
」2

6
.0

％
、

「
わ

さ
び

」2
2

.8
％

、
「み

か
ん

」
1
8

.8
％

、
「
野

菜
全

般
」1

1
.5

％
。
全

体
で

は
、
2

1
.7

％
。

→
野

菜
全

般
の

割
合

が
1
0

％
代

と
平

均
を

大
き

く
下

回
っ

て
い

る
。

＜
今

後
の

取
組

＞

J
A

し
み

ず
・
J
A

静
岡

市
や

生
産

・
販

売
業

者
な

ど
関

係
機

関
と

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
消

費
者

の
意

識
醸

成
を

促
し

て
い

く
。

＜
集

計
結

果
＞

「
農

業
を

や
っ

て
み

た
い

と
思

わ
な

い
」
が

6
6

.0
％

で
、

そ
の

理
由

は
「
農

業
は

重
労

働
だ

か
ら

」
3

3
.8

％
、
「
農

業
の

イ
メ

ー
ジ

が
あ

ま
り

な
い

」2
1
.8

％
、
「
初

期
費

用
が

掛
か

る
」
1
4

.0
％

の
順

番
に

多
い

。

＜
今

後
の

取
組

＞

生
産

基
盤

の
整

備
や

農
地

の
集

約
・
集

積
に

よ
る

軽
労

化
・
効

率
化

を
図

る
な

ど
と

と
も

に
、
ほ

場
を

活
用

し
た

農
業

体
験

な
ど

を
通

じ
て

農
業

に
触

れ
る

機
会

を
創

出
し

て
い

く
。

（
4

）
環

境
に

つ
い

て
①

有
機

（
オ

ー
ガ

ニ
ッ

ク
）
農

産
物

を
選

ん
で

い
ま

す
か

。

②
「
有

機
（
オ

ー
ガ

ニ
ッ

ク
）
農

産
物

を
選

ん
で

い
な

い
」
理

由
は

。

＜
集

計
結

果
＞

「
あ

ま
り

選
ん

で
い

な
い

」
、
「
全

く
選

ん
で

い
な

い
」
が

6
7

.0
％

で
、
そ

の
理

由
は

「
こ

だ
わ

り
は

な
い

た
め

」
4

0
.9

％
、
「
価

格
が

高
い

こ
と

が
多

い
」3

4
.7

％
、
「
売

り
場

で
見

分
け

が
つ

か
な

い
」1

0
.4

％
の

順
番

に
多

い
。

＜
今

後
の

取
組

＞

関
係

機
関

と
連

携
を

図
り

な
が

ら
、
消

費
者

の
理

解
を

深
め

る
と

と
も

に
、
有

機
農

業
の

生
産

者
や

耕
作

地
の

拡
大

、
販

路
の

確
保

に
向

け
た

取
組

を
推

進
し

て
い

く
。

【
参

考
２

】

②
農

産
物

を
購

入
す

る
際

、
表

示
さ

れ
て

い
る

生
産

地
を

意
識

し
て

い
ま

す
か

。
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回
答
数

葵
区

駿
河
区

清
水
区

無
回
答

400 139 110 148 3

100.0% 34.8% 27.5% 37.0% 0.8%
合　計

回
答
数

男
性

女
性

そ
の
他

無
回
答

400 169 222 4 5

100.0% 42.3% 55.5% 1.0% 3.0%
合　計

回
答
数

20代以下 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上

無
回
答

400 28 40 52 74 70 82 52 2

100.0% 7.0% 10.0% 13.0% 18.5% 17.5% 20.5% 13.0% 0.5%
合　計

 

「静岡市の農業等に関するアンケート調査」 

 

 静岡市では、令和５年３月に策定した『第２次 静岡市農業振興計画』に基づき、関係団体と

協力し、様々な農業振興に関する取組を行っています。 

 例年調査として、市民意識等を把握し、今後の取組の参考とするため、今年度調査を行った。 

 

１．調査の概要 

調査対象 無作為に抽出された 18歳以上の市民の方 1,000 人を対象に実施 

調査方法 調査票は郵送、回答方法は返信又は Web によるアンケート調査（全 21 問） 

調査期間 令和６年７月２日から７月 24日まで 

回収件数 ４００件（回収率：40.0％） ※内、Web 回答８９件（全体 22.2％） 

 

２．回答者の属性 

 （１）居住区 

 行政区では、「葵区」36.5％、「駿河区」27.7％、「清水区」35.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）性別 

 性別では、「男性」42.3％、「女性」55.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

（３）年代 

 年代では、「70 代」20.5％が最も多く、「50 代」・「60代」の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【参考２】 
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３．調査結果・概要 

問１ 以下の静岡市の農林水産物について、あなたは、国内外に誇れるものと思いますか。 

   （番号に一つだけ○をつけてください。） 

 

 「誇れると思う」と回答した割合は、「お茶」が 78.5％と最も高く、「さくらえび」77.5％、

「わさび」71.5％、「しらす」63.0％、「マグロ」52.0％、「みかん」48.0％、「いちご」45.8％、

「静岡市の木材」14.5％となっています。農産物全体(お茶、みかん、いちご、わさび)では、

61.0％となっています。 
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問２ 以下の農産物を購入する際、あなたは、表示されている生産地を意識しますか。 

   （番号に一つだけ○をつけてください。） 

 

 「市内産を意識する」と回答した割合は、「いちご」が 29.5％と最も高く、「お茶」26.0％、

「わさび」22.8％、「みかん」18.8％、「野菜全般」11.5％となっています。全体では、21.7％と

なっています。 
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問３ 【問２で「生産地を意識する」に一つでも○をつけた方に伺います。】  

   普段、あなたはどこで農産物を購入しますか。 

   （番号に一つだけ○をつけてください。） 

 

 「スーパーマーケット等の生鮮食品売り場で購入する」75.7％と最も多く、「産地直売所（じ

まん市やふれっぴー等のファーマーズマーケット）で購入する」18.5％、「無人販売で購入す

る」1.7％、「インターネットを利用して購入する」0.6％となっています。 
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問４ 【Ｑ２で「生産地を意識する」に一つでも○をつけた方に伺います。】 

   どのようにして、生産地を知ることが多いですか。 

   （番号に一つだけ○をつけてください。） 

 

 「商品の原産地表示を見て」56.9％と最も多く「お店の表示（ＰＯＰなど）を見て」21.8％、

「商品に貼付されている認証ラベルやマークを見て」18.0％、「テレビやインターネットなどの

情報から」0.6％となっています。 
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問５ 【Ｑ２で「生産地を意識する」に一つでも○をつけた方に伺います。】 

   生産地を意識して購入する理由を教えてください。 

   （番号に一つだけ○をつけてください。） 

 

 「安全・安心だから」54.1％と最も多く「地域の農業振興や活性化につながるから」20.2％、

「価値に見合う価格だから」11.6％、「農産物の背景（歴史や文化など）を理解しているから」

5.8％となっています。 
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問６ 【Ｑ２で「４ 国内産、５ 特に意識していない」に一つでも○をつけた方に伺います。】 

   静岡市では地産地消の取組みを推進しています。 

   今後どのようにしたら、生産地を意識して購入する人が増えると思いますか。 

   （番号に一つだけ○をつけてください。） 

 

 「地元農産物が購入できるお店が増えたら」46.8％と最も多く、「地元農産物が購入できるお

店を紹介するマップやサイトなどで販売店を知ることができたら」18.2％、「テレビや新聞など

を通じて、地元農産物の魅力を知ることができたら」11.4％、「地元農産物の販売イベントなど

を通じて、食べたり触れたりできる機会があれば」10.4％となっています。 
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問７ あなたは今後、農業をやってみたいと思いますか。 

   （番号に一つだけ○をつけてください。） 

 

 「農業をやってみたいと思わない」66.0％と最も多く、「定年、退職後に農業をやってみた

い」11.8％、「農業をやってみたい」11.5％、「現在、農業をやっている」6.5％となっていま

す。 
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問８ 【問７で「２．３」と回答した方にお伺いします。】 

   あなたはどんな農業をしたいと思いますか。 

   （番号にいくつでも○をつけてください。複数回答可） 

 

 「自分や家族が食べる分だけあれば良い」44.1％と最も多く、「別の仕事もしながら、農業を

したい」19.7％、「農家のもとで農業を学びながら作業の手伝いがしたい」15.0％、「少しだけ稼

ぐことができれば良い」11.8％、「生業としてしっかり稼ぎたい」4.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-30-



 

問９ 【問７で「２．３」と回答した方にお伺いします。】 

   あなたが農業を始めるにあたって、どのような部分を課題であると感じますか。 

   （番号にいくつでも○をつけてください。複数回答可） 

 

 「作物の生産に関するノウハウが不足している」33.8％と最も多く、「農地の確保が容易では

ない（借りることができない）」28.5％、「農業に関する相談先がない」21.2％、「販路がない」

7.3％となっています。 
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問１０ 【問７で「４」と回答した方にお伺いします。】 

   「農業をやってみたいと思わない」理由を教えてください。 

   （番号にいくつでも○をつけてください。複数回答可） 

 

 「農業は手間や時間が掛かるなど、重労働だと思うから」33.8％と最も多く、「これまで農業

に触れる機会が少なく、そもそも農業のイメージがあまりないから」21.8％、「農業を始めるに

は、農機具や肥料など、初期費用が掛かるから」14.0％、「農業が儲かるとは思えないから」

11.7％となっています。 
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問１１ 農業分野においても環境問題に取組むことができることを知っていましたか。 

   （番号に一つだけ○をつけてください。） 

 

 「知っていたが、具体的な取組み内容は知らなかった」56.5％と最も多く、「知らなかった」

26.5％、「具体的な取組み内容を含め、知っていた」14.0％となっています。 
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問１２ 現在、買い物をする際に有機（オーガニック）農産物を選んでいますか。 

   （番号に一つだけ○をつけてください。） 

 

 「あまり選んでいない（１年間に数回ほど）」37.0％と最も多く、「全く選んでいない」

30.0％、「たまに選んでいる（１箇月に数回ほど）」28.3％、「いつも選んでいる」3.3％となって

います。 
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問１３ 【問１２で「１.２」と回答した方にお伺いします。】 

   どのようにして、有機（オーガニック）農産物と知り、購入することが多いですか。 

   （番号に一つだけ○をつけてください。） 

 

 「店頭で購入（商品に表示されている認証ラベルやマークを見て）」52.4％と最も多く、「店頭

で購入（有機コーナーやＰＯＰなどお店の紹介表示を見て）」36.5％、「宅配サービスや通信販売

等で購入（サイトやカタログなどを見て）」5.6％、「生産者から直接購入（生産者からの話など

を聞いて）」2.4％、「店頭で購入（新聞ちらしやスマホなどから）」0.8％となっています。 
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問１４ 【問１２で「３．４」と回答した方にお伺いします。】  

   有機（オーガニック）農産物を選んでいない理由を教えてください。 

   （番号に一つだけ○をつけてください。） 

 

 「こだわりはないため」40.9％と最も多く、「価格が高いことが多いから」34.7％、「売り場で

見分けがつかないため」10.4％、「手に入りにくいから」6.9％となっています。 
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問１５ 有機（オーガニック）農産物にどのようなイメージがありますか。 

    （番号にいくつでも○をつけてください。複数回答可） 

 

 「身体に良い」31.5％と最も多く、「割高である」29.5％、「環境に配慮している」20.5％、

「美味しい」10.5％、「有機（オーガニック農産物）という言葉を知らない」0.8％、「美味しく

ない」0.7％となっています。 
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問１６ 普段、茶葉でいれるお茶（リーフ、ティーバッグ）を購入しますか。 

    

 

 「購入する」74.3％、「購入しない」23.5％となっています。 
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問１７ 【問１６で「１」と回答した方にお伺いします。】  

   お茶はどこで購入することが多いですか。 

   （番号にいくつでも○をつけてください。複数回答可） 

 

 「スーパー」30.1％と最も多く、「専門店」28.5％、「茶農家」19.6％、「ＪＡ（じまん市、ふ

れっぴー等）」12.2％、「通信販売（ネットショッピング等）」6.2％となっています。 
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問１８ 【問１６で「１」と回答した方にお伺いします。】  

   有機農業で生産されたお茶を購入しますか。 

  

 

 「購入しない」56.6％、「購入する」32.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-40-



 

問１９ 【問１６で「２」と回答した方にお伺いします。】  

   茶葉でいれるお茶（リーフ、ティーバッグ）を購入しない理由について教えてください。 

   （番号にいくつでも○をつけてください。複数回答可） 

 

 「ペットボトルで飲むから」29.5％と最も多く、「お茶以外の飲み物を飲むから」24.6％、「手

間がかかるから」13.9％、「茶器を持っていないから」4.1％となっています。 
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問２０ 【問１８で「１」と回答した方にお伺いします。】  

   有機農業で生産されたお茶を購入する理由について教えてください。 

   （番号にいくつでも○をつけてください。複数回答可） 

 

 「身体に良さそうだから」43.7％と最も多く、「美味しいから」34.5％、「購入するお茶が決ま

っているから」17.6％となっています。 
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問２１ 【問１８で「２」と回答した方にお伺いします。】  

   有機農業で生産されたお茶を購入しない理由について教えてください。 

   （番号にいくつでも○をつけてください。複数回答可） 

 

 「購入するお茶が決まっているから」34.2％と最も多く、「割高だから」25.5％、「購入できる

お店が分からないから」16.0％、「飲んだことがないから」15.2％、「美味しくないから」0.4％

となっています。 
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